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日 時：2024 年 6 ⽉14 日（⾦）〜16 日（日）

目的地：韓国ソウル 北漢山国立公園 仁寿峰、

白雲台 

参加メンバー：（敬称略） 

⾼橋 玲司 支部⻑、池⼾ 美恵、⽵内 将、豊田

由⾹、⾼橋 湧太、草野 駿希、今津 英⼀朗

※ 留守本部：服田 康宏 副支部⻑ 現地へ連

絡⼿段：LINE 通話など

経緯、目的 

仁寿峰クライミング・白雲台ハイキング及び

韓国山岳会との交流 

韓日中合同登山隊で親交のあった韓国山岳

会（CAC）から交流の申し出があり、海外登山

の体験として、東海支部から 7 名が、クライ

ミング、ハイキングと、韓国山岳会との交流を

行った。

行程概略

14 日中部セントレア空港より韓国仁川空港、

宿泊 

15 日ハイキング、クライミング山行 

下記報告書参照 

16 日ソウル近郊観光、仁川空港より中部セン

トレア空港、帰還

韓国「仁寿峰（インスボン）」山行報告 

山行日 ：2024 年 6 月 15 日（土） 天気：曇

りのち晴れ 

山 名 ：韓国 北漢山国立公園内 仁寿峰（イン

スボン、Insubong） 標高 810m

参加者 ：高橋玲司、池戸美恵、竹内将、草野

駿希、高橋湧太、韓国山岳会 6 名 計 11 名

【行程】

白雲台探訪支援センター9:30 → ハル峠

10:00 → 取付（下図中央線の下端）10:45 → オ

アシス(下図中央)12:10 → 仁寿峰ピーク

15:00/15:30 → 白雲台と仁寿峰のコル 16:30

クライミング、ハイキング韓国遠征報告
支部長 高橋 玲司 

はじめに 

本計画実施の契機は、日本山岳会・中国登山協会・韓国山岳会の共催による「日中韓学生交

流登山」であった。この交流事業は、毎年 3 ヶ国の山で順番に開催されていたのだが、今は中

止となっている。 

2010 年は、日本が担当でその年 5 月、JAC の山研をベースにした槍ヶ岳の登山であった。東

海支部から田辺 治氏(2010 年ダウラギリで遭難死)と私で学生数人を引率している。 

韓国側の引率責任者は、韓国山岳会のリ・ヨンジュン氏であった。リ氏からは、韓国隊の厳

冬期のガウリサンカール登山の話を聞き、田辺氏と共に感銘した事を思い出す。 

また、2011 年の韓国大屯山で実施された 3 国の学生交流の場でもリ氏に大変お世話になって

いる。リ氏とは、その後も Facebook を通じて双方の活動を確認しあう親しい関係が続いている。 

東海支部では、“もっと積極的なロープクライミングを”を目的として私の音頭で 2023 年「ア

ルパインクラブ」が設立されている。現在クラブには 35 名を越える支部員が所属していて岩登

り、アイスクライミングなど結構ハードなクライミングを実施している。2023 年には、広島三

倉山で、その他北岳そしてカナダにも足跡を残してきている。

韓国山岳会のリ氏との関係から、是非韓国でとの思いからリ氏に相談したところ快諾をいた

だき、今年の 6 月の実施が決定した。今回の実施にあたってはリ氏をはじめ韓国山岳会の皆さ

んの暖かいご厚意とご協力の賜のお陰であり、併せて両国間の国際親善の輪が広がったことを

報告したい。 
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の体験として、東海支部から 7 名が、クライ

ミング、ハイキングと、韓国山岳会との交流を

行った。

行程概略

14 日中部セントレア空港より韓国仁川空港、

宿泊 

15 日ハイキング、クライミング山行 

下記報告書参照 

16 日ソウル近郊観光、仁川空港より中部セン
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山行日 ：2024 年 6 月 15 日（土） 天気：曇
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スボン、Insubong） 標高 810m

参加者 ：高橋玲司、池戸美恵、竹内将、草野

駿希、高橋湧太、韓国山岳会 6 名 計 11 名

【行程】

白雲台探訪支援センター9:30 → ハル峠

10:00 → 取付（下図中央線の下端）10:45 → オ

アシス(下図中央)12:10 → 仁寿峰ピーク

15:00/15:30 → 白雲台と仁寿峰のコル 16:30

クライミング、ハイキング韓国遠征報告
支部長 高橋 玲司 

はじめに 

本計画実施の契機は、日本山岳会・中国登山協会・韓国山岳会の共催による「日中韓学生交

流登山」であった。この交流事業は、毎年 3 ヶ国の山で順番に開催されていたのだが、今は中

止となっている。 

2010 年は、日本が担当でその年 5 月、JAC の山研をベースにした槍ヶ岳の登山であった。東

海支部から田辺 治氏(2010 年ダウラギリで遭難死)と私で学生数人を引率している。 

韓国側の引率責任者は、韓国山岳会のリ・ヨンジュン氏であった。リ氏からは、韓国隊の厳

冬期のガウリサンカール登山の話を聞き、田辺氏と共に感銘した事を思い出す。 

また、2011 年の韓国大屯山で実施された 3 国の学生交流の場でもリ氏に大変お世話になって

いる。リ氏とは、その後も Facebook を通じて双方の活動を確認しあう親しい関係が続いている。 

東海支部では、“もっと積極的なロープクライミングを”を目的として私の音頭で 2023 年「ア

ルパインクラブ」が設立されている。現在クラブには 35 名を越える支部員が所属していて岩登

り、アイスクライミングなど結構ハードなクライミングを実施している。2023 年には、広島三

倉山で、その他北岳そしてカナダにも足跡を残してきている。

韓国山岳会のリ氏との関係から、是非韓国でとの思いからリ氏に相談したところ快諾をいた

だき、今年の 6 月の実施が決定した。今回の実施にあたってはリ氏をはじめ韓国山岳会の皆さ

んの暖かいご厚意とご協力の賜のお陰であり、併せて両国間の国際親善の輪が広がったことを

報告したい。 

→ ハル峠 17:10 → 白雲台探訪支援センター

17:40

【クライミング概要】 

インス A と呼ばれるルート（上図中 27 番、

図中表にはグレード 5.8 と示されている）を

主軸に 3 人、4 人、4 人の 3 パーティで登っ

た。内容はクラックとスラブの複合。同時に行

動するために一部はパーティ毎に異なったラ

インとなった。同図中の線で示すコルへ出ると、

さらに 1 ピッチ登ってクライミングは終了と

なりハイキングで山頂へ。山頂をわずかに下っ

た所から 60m 弱の懸垂下降で白雲台とのコル

に立ち（これは上図の背面に位置し示せない）、

同コルからはハイキングにて取付へ復帰した。

なお、取付（既述）からオアシス（既述）まで

は大スラブと呼ばれ、これはルートに含まれな

い。

【感想】

韓国交流登山。インスボン。5.9。（実際には

5.6～5.8）スラブ。マルチルート。行ってみた

い。見てみたい。登ってみたい。登れるか？？？ 

大きな不安より、大きな好奇心が勝り、参加表

明をした。 

前日ウェザーニュースでは朝から雨予報だ

ったが、韓国メンバー曰く「明日はそんなに天

気は悪くない、雨が降ればすぐに懸垂で降りる」

とのこと。雨で滑るのは嫌だが、すぐに引き返

すのも嫌だな・・とか思う。 

当日は曇りで３パーティの組み合わせが決

まり、インス A のコースを登る。スタートと

ゴールは皆一緒だが、３パーティのコースは少

しずつ違う。 

どのパーティも韓国チームがオールリード。

大スラブ２ピッチをから始まり、クラック。ク

ラックがだんだん広くなり、苦戦する。さらに

手も足もない立ったスラブになり、当然滑る。

ここを越えたらそろそろ終了点になってほし

いな‥、と弱気になったが。まだ先があった・・。 

登り終えると広大な風景。山々の向こうに広

がるビル群。目の前に白雲台。先に到着してい

た他の２パーティの笑顔。登り終えた充足感に

満たされる。山頂に着いたのは 15：30。空腹

であったことに気づき、遅い昼食にパンを一つ

食べる。 

もう少しゆっくりしたい気もするが、登山チ

ームは既に下山しているであろうし、予定より

も大幅に遅れている。５０～６０ｍの懸垂下降

（オーバーハングの空中懸垂有り）で一気に高

度を下げる。

韓国チームの方たちは、いつもにこやかにで、

大らかで、登攀度胸・技術がすごい。そして夜

はよくしゃべり、よく食べ、よく飲む。 

私たちの登ったインス A はインスボンで２

番目に簡単なルートだそうだ。慣れていないせ

いなのかもしれないが、とても大変だった。下

山後の会食で「俺は昔はそのコースは２時間で

登ったよ」と韓国チームの存在感大の方（東海

支部の〇〇先生に似てる・・？）はにこやかに

豪語する。 

今回の韓国交流登山。まるで旧知の仲のよう

に熱いおもてなしをしてくださった韓国山岳

会の皆さん。細かい調整を始終してくださった

今津副支部長。体力、エネルギー半端ない草野

さんと湧太さん。同じパーティでいろいろ助言

をしてくれた頼もしい存在、竹内さん。韓国ツ

アーにはなくてはならない韓国と日本の架け

橋、豊田さん。そしてこのような交流登山を発

案、企画、そして実現に至るまでのすべての指

今回のクライミングルートは中央黒線 

仁寿峰の山頂にて クライミングチーム 
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揮をしていただいた高橋支部長。皆さんに心か

ら感謝です。本当にありがとうございました。 

今回韓国語は全くわからなかったが、笑顔で

話しかけられたり、写真を見せてもらったり、

なんとなく気持やイメージは伝わってきた・・。 

いつか韓国山岳会の方々がこちらにいらし

たときは、事前に韓国語の勉強をして、よりコ

ミュニケーションをとれるようにして、私たち

が受けたようなおもてなしをしたいと思って

いる。             池戸 美恵

池 

これから海外登山をしていきたいと思って

いた自分にとって、この韓国の話はとてもあり

がたいものでした。僕は自身で海外山行を企画

し実行できるようになるための手掛かりにし

たくて参加しました。韓国語は挨拶や感謝の言

葉しか知らず、英語もロクに扱えない身でした

が、とにかく行ってみて、困った経験も糧にし

ようと。 

しかし、実際に韓国で過ごす時間の中で、別

の世界が見えてきました。CAC の皆さんとの交

流は事務的な類のものだけではなく、時にパー

ソナルなものだったり感情的なものだったか

らです。一度きりの挨拶や論理的に話をつける

こと以外に、個人としての温かい交流があった

ことは思いがけないもので、韓国に行って、皆

さんとご一緒できて本当に良かったと強く感

じました。当初掲げた自分の思いは叶い、さら

にその上もっと語学力を高めて個人的に話せ

るようになりたいな、ならなければなと思った

のです。

クライミングでは 4 人組（キムさん、ソン

アさん、草野さん、自分）の最後尾に位置し、

メンバーのビレイをすることなく純粋に登り

だけに集中させてもらうというありがたい状

況でした。率直な感想は、1.自分のクライミン

グ能力の成長が感じられて嬉しかった、そして、

2.仁寿峰のもっとチャレンジングなルートを

登りたい、の 2 つです。

大スラブはズルっといかないよう気を配り

ながらも、細かくスタンスを拾って登ることが

できました。リードのキムさんはランナウトも

意に介さない様子で、技術の高さと精神的強さ

が伺えました。会話の中で同い年と分かり、と

ても良い刺激となりました。 

オアシスで少し雨が降りましたが、ほどなく

止んで先へ。通ったラインはフィンガー～ハン

ドサイズのクラックに、スラブ内のスタンスを

組み合わせて登る内容で、以前の自分からすれ

ば気持ちよく登り続けることができました。 

途中、ソンアさんからはクライミング用語の

韓国語を教わり、それを実践して盛り上がりま

した。クライミング終了点ではキムさんが「す

げ～」を気に入った様子で連呼していたのが印

象的でした。とにかく、僕にとってはクライミ

ングそのものより CAC の皆さんとの交流がメ

インとなった 1 日でした。

言葉が思ったように通じなくても、山という

共通項でつながれる、楽しさを共有できる。別

の国にもそうした楽しみを大切に生きている

方がいる。インスピークでのセルフィーはその

思い出としてこれから先の宝物です。CAC の皆

さんこの度はありがとうございました！ 

高橋 湧太 

韓国 北漢山「 白雲台(ペグンデ)」山行報告 

山行日：2024 年 6 月 15 日（土） 天気：曇

りのち晴れ 

山名 : 韓国 北漢山国立公園内 白雲台 (ペグ

ンデ) 836.5m

参加者：韓国山岳会 ビョン ギテ会長、ユ ハ

クチェ副会長、ユン ヨンチョル理事

今津英一郎、豊田(辛)由香 計 5 名

【登山ルート / 所要時間】

宿泊施設(牛耳駅 BAC センター) 9:00～（車

移動）～ペグン(白雲)探訪支援センター登山口

9:40 ～ ハ ル 峠 10:10/10:25 ～ 白 雲 山 荘

11:05/11:25 ～ 白 雲 台 （ ペ グ ン デ ） 山 頂

12:00/12:10～仁寿峰（インスボン）A 地点(下

記 地 図 )12:45/13:05 ～ B 地 点 ( 下 記 地

図)13:40/13:50～ハル峠 14:25/14:35～追慕

碑 15:10/15:20～ペグン(白雲)探訪支援セン

ター登山口 15:35～（車移動））～宿泊施設

15:45

今回の白雲台(ペグンデ)のハイキングコース 
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揮をしていただいた高橋支部長。皆さんに心か

ら感謝です。本当にありがとうございました。 

今回韓国語は全くわからなかったが、笑顔で

話しかけられたり、写真を見せてもらったり、

なんとなく気持やイメージは伝わってきた・・。 

いつか韓国山岳会の方々がこちらにいらし

たときは、事前に韓国語の勉強をして、よりコ

ミュニケーションをとれるようにして、私たち

が受けたようなおもてなしをしたいと思って

いる。             池戸 美恵

池 

これから海外登山をしていきたいと思って

いた自分にとって、この韓国の話はとてもあり

がたいものでした。僕は自身で海外山行を企画

し実行できるようになるための手掛かりにし

たくて参加しました。韓国語は挨拶や感謝の言

葉しか知らず、英語もロクに扱えない身でした

が、とにかく行ってみて、困った経験も糧にし

ようと。 

しかし、実際に韓国で過ごす時間の中で、別

の世界が見えてきました。CAC の皆さんとの交

流は事務的な類のものだけではなく、時にパー

ソナルなものだったり感情的なものだったか

らです。一度きりの挨拶や論理的に話をつける

こと以外に、個人としての温かい交流があった

ことは思いがけないもので、韓国に行って、皆

さんとご一緒できて本当に良かったと強く感

じました。当初掲げた自分の思いは叶い、さら

にその上もっと語学力を高めて個人的に話せ

るようになりたいな、ならなければなと思った

のです。

クライミングでは 4 人組（キムさん、ソン

アさん、草野さん、自分）の最後尾に位置し、

メンバーのビレイをすることなく純粋に登り

だけに集中させてもらうというありがたい状

況でした。率直な感想は、1.自分のクライミン

グ能力の成長が感じられて嬉しかった、そして、

2.仁寿峰のもっとチャレンジングなルートを

登りたい、の 2 つです。

大スラブはズルっといかないよう気を配り

ながらも、細かくスタンスを拾って登ることが

できました。リードのキムさんはランナウトも

意に介さない様子で、技術の高さと精神的強さ

が伺えました。会話の中で同い年と分かり、と

ても良い刺激となりました。 

オアシスで少し雨が降りましたが、ほどなく

止んで先へ。通ったラインはフィンガー～ハン

ドサイズのクラックに、スラブ内のスタンスを

組み合わせて登る内容で、以前の自分からすれ

ば気持ちよく登り続けることができました。 

途中、ソンアさんからはクライミング用語の

韓国語を教わり、それを実践して盛り上がりま

した。クライミング終了点ではキムさんが「す

げ～」を気に入った様子で連呼していたのが印

象的でした。とにかく、僕にとってはクライミ

ングそのものより CAC の皆さんとの交流がメ

インとなった 1 日でした。

言葉が思ったように通じなくても、山という

共通項でつながれる、楽しさを共有できる。別

の国にもそうした楽しみを大切に生きている

方がいる。インスピークでのセルフィーはその

思い出としてこれから先の宝物です。CAC の皆

さんこの度はありがとうございました！ 

高橋 湧太 

韓国 北漢山「 白雲台(ペグンデ)」山行報告 

山行日：2024 年 6 月 15 日（土） 天気：曇

りのち晴れ 

山名 : 韓国 北漢山国立公園内 白雲台 (ペグ

ンデ) 836.5m

参加者：韓国山岳会 ビョン ギテ会長、ユ ハ

クチェ副会長、ユン ヨンチョル理事

今津英一郎、豊田(辛)由香 計 5 名

【登山ルート / 所要時間】

宿泊施設(牛耳駅 BAC センター) 9:00～（車

移動）～ペグン(白雲)探訪支援センター登山口

9:40 ～ ハ ル 峠 10:10/10:25 ～ 白 雲 山 荘

11:05/11:25 ～ 白 雲 台 （ ペ グ ン デ ） 山 頂

12:00/12:10～仁寿峰（インスボン）A 地点(下

記 地 図 )12:45/13:05 ～ B 地 点 ( 下 記 地

図)13:40/13:50～ハル峠 14:25/14:35～追慕

碑 15:10/15:20～ペグン(白雲)探訪支援セン

ター登山口 15:35～（車移動））～宿泊施設

15:45

今回の白雲台(ペグンデ)のハイキングコース 

【概要】 

ソウルの北側にある北漢山国立公園（76,922

㎢)は、北漢山(プッカンサン)地域と道峰山(ト

ボンサン)地域とに分かれる。多様なルートが

あるため体力と状況に合わせて登ることがで

き、頂上からはソウル市内はもちろん周辺一帯

360 度の景色を眺めることができる。また、「耳

岩」をはじめ、鈴鹿・御在所を思わせるような

奇岩も多く点在。今回は北漢山 (プッカンサ 

ン)のなかでも、三岳山（サムガクサン）とも

呼ばれる、ソウル最高峰の「白雲台 (ペグンデ

/836.5m)」・クライミングが盛んな「仁寿峰（イ

ンスボン/811m)」・リッジのある万景台 (マン

ギョンデ/800m)の 3 座のうち、2 座でクライ

ミング班とハイキング班とに分かれて日韓交

流登山が行われた。

【感想】

韓国登山の参加が決まってから渡韓まで、思

うようにネット情報がヒットしないことが多

く、とにかく時間さえあればネットで情報収集

をしていたような気がします。特に登山ルート

に関しては、日本の国土地理院のような詳細な

地図が入手出来ず、概略図と携帯登山アプリの

みが頼りでした。 

山行当日、昼過ぎからの雨予報を気にしなが

ら、また、未明に降った雨のせいで湿気が多い

中登山がスタート。最高峰ペグンデへのハイキ

ングルートは、とても歩きやすく整備されて、

道標もわかりやすかったです。時折出てくる階

段が頂上付近にもあり、老若男女たくさんの人

が訪れる理由がわかりました。

山行中は、北漢山について・ユ副会長の武勇

伝・追慕碑等のお話を伺うことができました。

当初ピストンの予定でしたが、下山時には途中、

一般登山道ではない脇道を巻きながら、クライ

ミング班の仁寿峰下降地点/A とスタート地点

/B を通過しました。仁寿峰スタート地点では、

見上げている首が痛くなりそうなほど急な仁

寿峰の壁に、登攀しているクライミング班の様

子（100m 程上方）を小さく見ることができま

した。昼過ぎからの雨予報を心配していました

が、雨に降られることなく下山をしました。

そして、そのあとに食べた冷たくて真っ白な

豆乳麺のおいしかったこと！ いい思い出です。

韓国に何度か行ったことはあるものの、登山を

したのは初めてでした。交流登山を通して、今

後韓国に行く際の楽しみ方がひとつ増えたこ

とうれしく思います。今回、このような企画に 

参加機会を

いただきま

して、あり

がとうござ

いました。 

豊田(辛)由

香 

初めての

海外登山で

要領を得な

い 中 で の

出 発 で し

た。旅行社

企画旅行とは違い苦労しました。渡航前、事前

打ち合わせ時からうまくいくのか心配してい

ましたが、それだけに、色々な経験ができ大変

思い出になりました。事前打ち合わせでは、

色々アドバイスいただいた内野かおりさんに

も感謝します。 

今回の企画では韓国山岳会（CAC）との交流

が大きな目的としてあり、CAC の皆さまに、暖

かく迎えていただき、また懇親会では韓国料理、

マッコリなどもごちそういただき、とてもうれ

しく思いました。

私はハイキングのコースでしたが、ビュン会

長、ユー副会長、ユンさんの韓国山岳会の幹部

の方々との登山は大変いい思い出になりまし

た。特に一般道から外れた仁寿峰までのバリエ

ーションルートは、ご案内無ければ行けません

でした。貴重な経験ができました。800ｍ程度

の山ですが、牛耳地区は韓国の登山の中心地で

あることを理解できました。最終日の登山用具

のショッピングも含め、充実した 2 日間を過

ごせました。ありがとうございました。 

いつになるかわかりませんが、今度は同じ国

立公園内の道峰山へも行ってみたいと思って

います。 

今回の企画は、一緒に行ったメンバーの方々

の協力、特に高橋支部長の人脈、行動力のおか

げと感謝しております。また市内の乗り換え案

内をして頂いた豊田さん、大変助かりました。

ありがとうございました。 

最後に今回の訪問を快く迎えいただき、全国

からクライマーを集めていただいた韓国山岳

会 CAC のビュン会長および皆さまへお礼申し

上げます。ありがとうございました。  

副支部長 今津 英一朗 

白雲台の山頂にて ハイキングチーム
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標記の登山隊の日本

出発が、9月6日に決まっ

た。本計画の詳細は、先

の178号に掲載されてい

る。今号はその補遺であ

る。 

インド政府は、2019年

から北西部の中印国境

地帯に、国防上の理由か

ら外国の登山隊を受け

入れていなかった。東海

支部は粘り強く交渉を

繰り返し、遂に、今年7月、登山許可と登山

ビザ（Xビザ：本号トピックス2参照）を受

け取ることができた。目的とする山は、パ

ンゴン山脈で名前のある最後の未踏峰メラ

ック(Merak,6481m)である。メラックとは地

元の神が宿るという意味である。パンゴン

山脈のある地方は、ラダックといい、現在

もチベット文化が色濃く残っている辺境地

である。パンゴン山脈の西側には、海抜430

0mのチベット高原に広がる塩湖のパンゴ

ン湖があり、約170kmで横に長く、中間に中

印国境未画定線が走っている。

メラック登山のベースキャンプをパンゴ

ン山脈の東側の標高約5000mに設置し、高

所キャンプを一つ設営する。この山の山群

の特異なところはベースキャンプの標高が

高いことである。十分な高所順応が登頂の

一つの鍵になる。氷河を詰め、岩と氷の尾

根にルートを開いて登る計画である。近隣

には6000mの無名峰が数座あり、条件が良

ければ複数の山に東海支部の旗を立てる。

隊の構成は男性5名、女性2名で、そのうち6

名はヒマラヤ登山経験者であり、登頂の可

能性は高い。登山終了後、印パ国境のシア

チェン氷河などの探査や南インドの旅を

し、「もう一つのインド」を味わう予定であ

る。

 なお、東海支部では、インド・ヒマラヤ

の研究成果を『インド・ヒマラヤ』増補改訂

版と英語版として出版している。 

インド・ヒマラヤ登山隊 2024 年
インドヒマラヤ登山隊隊長 星 一男

From top of View Point of Merak(5325) 

MMeerraakk 主主峰峰 66448811  

p.6225,LittleMerak(6350)

p.6443 p.6322
p.6308
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４４．．日日本本のの山山をを愛愛ししたたウウエエスストトンン  

ウオルター・ウエストンは英国国教会から日

本に派遣された宣教師です。最初の来日は明治

二十一年、ウエストン二十七歳の時です。 

英国でも名門ケンブリッジ大学の出身、若い

頃から登山に青春を賭けていたのでしょうか、

アイガーにも挑戦、マッターホルンには二度登

頂しています。

最初の赴任地は九州ですが、早速近辺の山々

を踏破します。来日してから日本語、その他、

地理文化の知識をある程度習得しました。神戸

に移ってから本格的な「登山」、その挑戦が始

まります。 

富士山、立山、御岳など、数おおくの山行を

重ねます。 

ウエストンは、第一回目の来日から三年目の

夏、初めて上高地を訪れます。 

当然のごとく、槍を目指しますが、この年は、

悪天候に阻まれ登頂を断念、翌二十五年念願の

槍その頂きに立ちます。この時の案内人名は記

録がなくわかりませんが、やはり翌年八月、

島々を訪れます。 

この時が嘉門次との初対面でした。 

一行は徳本峠を越え明神付近で一泊、ひょう

たん池から下又白を経て、外国人として初めて

前穂高岳登頂の記録を残すことになります。 

このとき以来ウエストンは嘉門次の登山案

内人としての技術と人柄にすっかりほれ込ん

でしまいます。 

信仰登山や、杣人や猟師が山を駆け巡る山行

とは違い、山に登ることを楽しみとするスポー

ツ登山、「近代アルピニズム」の流れを日本に

もたらした先覚者の一人がウエストンでした。 
英国のアルパインクラブにはパイオニアワ

ーク、つまり「開拓登山」とでもいえる伝統が

あります。ウエストンが日本の山々の、外国人

としての初登頂や初登攀にこだわりを見せる

のも、この流れなのでしょうか。

前穂、奥穂など外国人としての初登頂を数多

く成し遂げたウエストン、いったん日本をあと

にします。

英国に帰国したウエストン、明治二十九年ロ

ンドンで「日本アルプスの登山と探険」を出版、

外国人が日本の山を本格的に世界に紹介した

最初の書籍でした。

後にこの一冊、日本の登山史に大きな影響を

及ぼす事になるのですが、この中で嘉門次のこ

とを「彼は非常なすばしっこさで進んだ」とそ

の身軽さと人柄を称えて

います。

おかげで嘉門次は後年、

案内人としてすっかり有

名になってしまい、以降日

本の有名人を次々と山に

案内することになります。 
ウエストンについて、日

本の教会支部から英国の

本部にあてた書簡にこん

な一文があります。

「ウエストンは宣教師

として九州の時も神戸の

時も休暇ばかりとって山

歩きをしています。表向き

は強度の近視眼という病

気がその理由になってい

ますが、彼は伝道よりも登

山に興味をもちすぎたの

が真相のようです」

上高地 －ちょっと楽しい歴史の話（３）－ 

池田遊紀 著 解説 和田豊司 

ウエストン夫妻と嘉門次（JAC Webs より転載）
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事実一カ月の夏季休暇を山行に費やし、特に

日本アルプスの初登頂に激しい情熱を燃やし

ている事も事実です。本場ヨーロッパ・アルプ

スとは一味違う日本の山とその渓谷美に魅せ

られたのでしょうか。

教会での業績、けっして小さなものではなか

ったようです。東北地方の災害の際、横浜で救

援物資を整え、救助活動の先陣に立ちます。先

の教会本部（英国）への書簡の末尾には「‥‥

しかし。彼が正式に宣教師として（再度）日本

に来ることが決定したら、私（教会日本本部）

は喜んで彼を受け入れます」と結ばれています。 
二度目の来日のころ、その三年間は主に南ア

ルプスの山にその情熱を傾けます。上高地には

足を向けていません。

三度目の来日は、明治四十四年から大正にか

けての事でした。

英国に帰国していた時期のウエストンは

度々の講演で「日本」を語り続けます。書籍も

四冊、その全てが日本の山、その生活について

の論でした。

多感な、その青春の多くを日本で生きたウエ

ストン、日本登山史の黎明期に大きな実績を刻

んだ歴史のひとつです。

明治三十八年「日本山岳会」が発足、当時世

界を股にかけて活躍した「英国山岳会」を模範

としての出発でしょう。

日本政府からは、日英親善の功績をたたえ

「勲四等瑞宝章」が送られています。

「近代登山の父」昭和十二年梓川畔に建立さ

れた「ウエストン碑」、戦中ひところその像も

撤去されましたが、今、にこやかです。行事の

日、地元の子供たちが花を捧げます。

５５．．大大正正池池誕誕生生  

ウエストンが日本の山に最後の別れを告げ

る日が迫っていた大正二年のこと、その八月、

休暇の一ヶ月近くを上高地で過ごします。

この「登山」にはフランセス夫人を伴い、槍、

奥穂、焼、霞に登ります。すでに槍は四度目の

登頂でした。特に槍や穂高は、フランセス夫人

が外国人女性として「初登頂」です。

この時の山案内人は勿論嘉門次です。妙義山

や荒船山の頃の山案内人も同行、当然嘉門次の

愛犬も一緒でした。ウエストン持参の写真フィ

ルムにその一行の姿が、今残っています。

河童橋の写真もその時のスナップでしょう。 
翌年やはり八月、燕から大天井、二ノ俣から

横尾、今でいう表銀座コースをたどり、これが

ウエストンにとって最後の「登山」でした。大

正三年のこと、嘉門次との親交も二十数年を数

えることになります。

嘉門次も同六年、藤山愛一郎ら一行の槍、穂

高案内を最期としてその七十年の生涯をとじ

ました。

大正四年のことでした。焼岳が大噴火、その

泥流が梓川をせき止め「大正池」が出現します。 
古文書に残る焼岳噴火の記録も多く、江戸

末期その降灰は遠く関東平野まで降りそそい

だといわれます。誕生したての大正池は今の十

倍以上、枯れ木の数は想像がつきません。

大正池の出現は観光地としての上高地をい

っそう有名にします。湖面に映る穂高の残雪、

湖水に立つ枯れ木、四季の営みにいっそうの趣

をそえます。

そのころ、すでに上高地には、一般の登山者

も多く、昔の上口湯屋付近には上高地温泉（現）

上高地温泉ホテルが開業、河童橋も今の場所

に架設されています。そのたもとには（現）五

千尺ホテルが登山者のために営業を始めてい

ます。

ウエストンレリーフ

大正時代の大正池（シマウマ-クラブの絵葉書コ

レクションから）
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「釜ズイ道」が開通、初めて小型の乗り合い

バスが上高地に乗り入れるのは、昭和八年でし

た。江戸時代は勿論、明治の頃、上高地へのル

ートとしては、今の島々から徳本峠、明神から

上高地、そして中尾峠を経て飛騨へという道筋

でした。古く鎌倉時代から、「鎌倉街道」の脇

道として利用されていたとの記録も残ってい

ます。

明治中期、出版されたウエストンの書籍に啓

発されたのでしょうか、探検家、明治の文化人

の多くがここを往復、小説「河童」を著した後、

自ら命を絶つことになる芥川龍之介も、このル

ートでした。

＜解説＞ 

素掘りで、トンネル断面に合わせた台形の断

面の乗り合いバスが 1960 年頃まで走ってい

た。 

冬はトンネル内が凍結しアイゼンを付けな

いと通行できませんでした。上高地側の出口は

雪崩多発地帯で多くの犠牲者が出ていました。 

しかし昭和八年のこの「釜ズイ道」の開通は

上高地に大変革を強います。観光客が一挙に増

加、その対応に追われることになります。（現）

帝国ホテルも同年開業、稜線の山小屋の整備

も進みます。

「上高地ブーム」の到来という事でしょうか。 
しかしこの「釜ズイ道」、観光のためだけに

計画された訳ではありません。発電所建設の運

搬道として、釜ヶ淵と称された難所に本当にツ

ルハシで掘削された工事用のトンネルでした。 
計画された「発電所」の場所は今の大正池で

す。当時は大きく豊富な水量を湛えていたこと

でしょう。現在その貯水量は、焼岳からの土石

の流入で減る一方ですが、発電事業は継続され

ています。

実はこの時、別のダム計画が立案されていま

した。エピソードとしては大変に面白い（？）

歴史です。同時にあまり知られていないが故に、

貴重な話でしょうか。

＜解説＞ 

1924（大正 13）年 12 月には，京浜電力か

ら，上高地に高さ 45 メートル，長さ 600 メー

トルのダムを築いて上高地一帯を貯水池化し

て，梓川下流に水力発電所を建設する計画が提

出された。

法政大学学術機関リポジトリイ 「中部山岳

国立公園内の上高地 電源開発計画と反対運動 

―戦後後期の国立公園制度の整備・拡充（６）」

― 村 串 仁三郎 参照 

「大貯水池」とでも言える大きなダム計画で

した。

堰堤の場所は今の河童橋付近です。その貯水

池の水は徳本峠の真下を貫通させるズイ道で、

島々谷に建設される発電所に導水、堰堤の長さ

は約二キロ、その高さも破格の規模を誇るもの

でした。

その湖の大きさは、まさに人類の知らない

「古代梓湖」に匹敵する「大貯水池」の再現で

した。

勿論この計画が実現されていたら、今の上高

地は存在しません。

この計画が施行されなかったのは、当時の庭

園協会などの反対があったことの事実でしょ

うが、もう一つ大きな理由がありました。

この上高地の地形、その成り立ちに関連して

の事です。「上高地の平」は世界でも珍しい「山

岳湖底平野」とでも称される大変に希少な地形

だと説かれています。

今「黒四ダム」のある黒部渓谷を思い比べて

みましょう。大変なＶ字型の渓谷です。有史以

前、おそらく上高地も黒部渓谷に匹敵する大渓

谷だっただろうというのが今の学説です。

ある日というか、ある時代、そのＶ字渓谷の

一部から、噴火が始まります。「まるで吹き出

物のように！」次第にその山は成長、遂に梓川

を堰き止めます。場所は今の焼岳付近。

激しく、その姿を増大する焼岳、行き場を失

い次第にその水量を増す「古代梓湖」、想像を

絶する大きな湖です。その湖水に周りの山肌か

らの膨大な土砂の堆積が、幾世紀（？）も続き

旧釜トンネル 
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ます。

それ以前、もしこの場所に焼岳がなかったと

したら、槍からの水流は今の高原川、神通川を

流れ富山湾に注ぎ込んでいたとの推定が成り

立ちます。

＜解説＞ 

“焼岳火山群白谷山－アカンダナ火山の活

動により岐阜県側に流下していた古梓川がせ

き止められ生じた古上高地湖が埋積されて形

成された。” 地質学雑誌 第 121 巻 第 10 

号 373–389 ページ，2015 年 10 月 

やがて堰き止められた湖水の水は、ある尾根

の底部を切り崩し始めます。水流は激しさを増

し岩盤を削ります。

今の釜ヶ淵です。釜トンネルの場所、峻険な

淵、今も激流が渦巻き、現在その流れは犀川か

ら信濃川、新潟湾にいたります。槍を水源とす

る川筋がすっかり変わってしまったのです。

釜ヶ淵から流れ落ちる水量が増えるにつれ

て「古代梓湖」の水は干上がります。そこには

すっかり土石で埋め尽くされた「平原」が出現

していました。

こんな地形、他には見当たりません、現に河

童橋から横尾までの標高差は約七十メートル、 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大正池からの平らなその長さ（距離）二十キロ

に及びます。まさしく「山岳湖底平野」世界で

も希少な存在だそうです。

つい最近のことです。徳澤近くの河原のボー

リング調査（旧建設省）がおこなわれました。

その結果岩盤に至るまでには約二百メートル

の堆積層が確認されたとの事。つまり梓川の左

岸右岸の壁は本来の造山活動の岩盤でしょう

が、一歩河原に踏み入れたその地下は、幾重に

も重なる砂礫の層。

おそらく、河童橋周辺も同じ状況です。

この砂礫の層の上に、仮にコンクリートの堰

堤を造るということ、まるで砂上の砦です。ま

して当時の土木技術では、岩盤まで掘り下げて

基礎を築くという作業は不可能です。

大正一四年、当時の京浜電力（株）の堰堤「貯

水池」計画は正式に不許可となります。同時に、

大正池の自然の貯水を利用した発電計画が

認可されます。昭和元年の事でした。

おかげで、明神池もそのままの姿です。徳澤

の横尾も湖底に沈みませんでした。今こうして

「上高地」を満喫できるのは、当然先人の知恵、

尽力もありましたが、人類には計り知れない大

きな自然の営みとその雄大な歴史があった、と

いう事でしょうか。

「登山計画の立て方・読み取り方講習会」開催のご案内 

登山計画には、①メンバーで計画を共有する、②所属団体、家族、警察や行政機関に届け出る

ことで万一の遭難時の迅速対応を図る といった役割のほかに、③登山におけるさまざまなリス

クを予測し、それを登山前に除外しリスク軽減を図るという、重要な役割も持っています。

ですから、単独行だからと計画書を作成しない・アプリだけを頼りに登る・リスクを想定しな

いで漫然と計画を立てる・グループ山行でもらった計画書を読み込まないといった行動は、登山

前からすでに不安全な行動を取っているともいえます。 

 今回、技術向上委員会では、下記のとおり、清水克宏委員長を講師に、「登山計画の立て方・

読み取り方」についての講習会を開催します。初級者の方はもちろん、雪山・沢・バリエーショ

ンルートなどを志向する方にも役立つ情報を盛り込みますので、ぜひご参加ください。

１１  講講習習会会内内容容

(1) 日 程 2024 年 11 月 24 日（日）15:30～17:30（登山学校のカリキュラムとタイアップ） 

(2) 会 場 ＯＭＣビル 東海支部ルーム  名古屋市 中区 富士見町 8番 8号  

(3) 講 師 清水 克宏（技術向上委員長） 

(4) 内 容 リスク低減に役立つ登山計画の立て方＋読み取り方を、実例などを交え講習する。 

※登山学校用向けの基本的な内容を押さえますが、資料は雪山、沢の計画など豊富な情報を含み、

後半はそのような内容にも触れていきます。東海学生山岳連盟や、アルパイン

クラブの方などにも参加をお勧めします。

２２  参参加加申申しし込込みみ 締切 11 月 8 日（金）

右のＱＲコード、下のＵＲＬよりお申みください。 

https://forms.gle/E3u9eajTH7ZVGYGZA 技術向上委員会
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     苗苗木木城城にに登登るる  

7 月 20 日支部友山行で富士見台に行く途中、 

苗木城に登った。麓から山麓迄 170m の急峻な 

地形を活した山城である。 

 石垣の残る天守閣跡からの眺望は 360 度で、 

恵那山やこれから向かう富士見台が間近だ。 

真下を流れる清流木曽川の水面が眩しい。 

 その木曽川に建設途上の立派な鉄橋の架か 

っているのが見えた。何であんな所に鉄橋な 

んだ。近くに道路や鉄道らしきものも見当た 

らない。皆んなで首を傾げながら下山する。 

途中で苗木城を案内するガイドさんに擦れ違 

う。聞いてみた。答えは、リニア用の架橋だ 

とのこと。合点が行った。着々と工事の進ん 

でいることが実感できた。 

 このリニア、何処だかの元県知事の駄々で 

開通予定が３～４年伸びたとか。絶対に乗る 

ぞと決めていたのだが、果たしてそれ迄こち 

らの寿命が･････。（田中 進）

TOPICS 1 

木曽川に架かる建設途上のリニア用鉄橋 

IMF から X登山ビザを取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インドの山に登ることは、ツーリストビザで登れる山も多くなったが、国境近くの山々は依

然として登山許可の取得が難しいのが現状である。(星 一男) 

TOPICS 2 

インドヒマラヤ登山は、今回で 15 回目であ

る。 

遠征許可を得る為の作業は、今でも大変な

作業と時間がかかる。インドの首都デリーに

あるIMF（Indian Mountaineering Foundation)

に申請書を郵送し、IMF は国内の各省、地方自

治体等に了解を得る書類を送る。 

2011 年の時代は国際郵便で、申請書を 13 通

コピーして送っていた。この年の１１次隊は、

日本を出発する半月前に、パスポートが返却

された。代わって、今年の X登山ビザ申請は、

全てメールによる手続きとなり、時間的にも

簡略されている。

メラック峰のある山域は、中国との国境に

面している。そのため 2022 年は、許可が下り

ず、南下した地域の未踏峰に転じた。再度、今

年１月に、メラック峰遠征の申請をデリーの

IMF にメールで行い、６月末に登山許可が下り

る。最後は在東京のインド大使からの許可が 

７月１５日にようやく出て、X登山ビザの承認 

付きのパスポートが返却された。 X 登山ビザ 
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登山学校は7月6日(土)、OMCビル４階講堂に

て第７期修了式および第８期入校式を執り行

った。 

午前の修了式では、高橋学校長(支部長)か

らの式辞、卒業生の答辞のあと、出席者ひと

りずつに修了証書を授与した。最後にはクラ

スごとに記念撮影をするなど、終始和気あい

あいとした雰囲気で終えることができた。

午後からの第８期入校式ではスタッフ紹介

のあと、クラスごとに分かれてリーダーから

運営規約や指導要領、年間スケジュールの説

明をおこない、終了後は机上講習のオープン

ング講座として鈴木慎吾さんによる「地図ソ

フトとスマホ・アプリの活用法」を開催した。

終了証の授与 

第８期は、Aクラス（初級）が３教室

で受講生１８名、Bクラス（中級）が１

教室６名でスタートする。受講生２４

名のうち新規は１３名。内訳は支部友

員が５名、支部ホームページからの応

募が４名、夏山フェスタでの勧誘が４

名だった。年代別を見ると５０代が最

も多く１３名、次に６０代で７名、４０

代が４名となった。 

Aクラスのテーマは、「自立した登山

者になるための知識・技術の習得」で

ある。山行は日帰りに限定し積雪期に

はワカン、軽アイゼンを使用する。読

図を中心に山でのルールやマナー、装

備に関する知識、正しい歩き方やセル

フレスキューの基礎などを学習する。

挨拶する高橋学校長 

Bクラスのテーマは「テント泊山行、雪山歩

行の技術を学ぶ」。無雪期のテント泊山行や 

積雪期にはアイゼン、ピッケルを使った登山

をおこなう。現地山行は原則月１回で、さら

に年間８回の机上講習が組まれている。いく

つかの講座は他の委員会との合同開催で、広

く支部関係者に受講していただける講座とな

っている。 

近年は、平易な登山道での転倒事故が多発

している。また体調不良や高度障害などで救

助を受ける登山者も多い。第８期も安全登山

を第一に、一人でも多くの自立した登山者を

育成していきたいと思っている。 

鈴木慎吾さんによるオープン講座 

第８期登山学校スタート 
登山学校運営委員会 服田 康宏 
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Aクラス カリキュラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bクラス カリキュラム 

日程 (Ⅰ)行事・机上講習 (Ⅱ)現地講習 

7 月 

(Ⅰ)6 日(土) 

第８期入校式 

机上講習 

【地図ソフトとス

マホ・アプリ活用

法】

8 月 

(Ⅰ)18 日(日) 

(Ⅱ)25 日(日) 

机上講習 

【装備 夏山編】 

【登山の基礎知

識】 

山の歩き方を学ぶ 

猿投山・鍋倉山など 

9 月 

(Ⅰ)7 日(土) 

(Ⅱ)8 日(日) 

机上講習 

【読図】 

読図訓練① 

鳩吹山・貝月山など 

10 月 

(Ⅱ)26 日(土) 

～27 日(日) 

朝明ミーティング 

鈴鹿の山 

11 月 

(Ⅰ)24 日(日) 

(Ⅱ)10 日(日) 

机上講習 

【装備 冬山編】 

【山岳遭難の現

実】 

【登山計画の立て

方・読み込み方】 

読図訓練② 

屏風山・三池岳など 

12 月 

(Ⅱ)15 日(日) 

読図訓練③ 

宇連山・寧比曽岳な

ど 

1 月 

(Ⅱ)19 日(日) 

雪上歩行① 

入道ヶ岳・養老山な

ど 

2 月 

(Ⅱ)9 日(日) 

雪上歩行② 

藤原岳・綿向山など 

3 月 

(Ⅰ)1 日(土) 

(Ⅱ)9 日(日) 

机上講習 

【山の天気】 

雪上歩行③ 

大日ヶ岳・鷲鞍岳な

ど 

4 月 

(Ⅱ)13 日(日) 

長時間歩行① 

御池岳など 

5 月 

(Ⅱ)18 日(日) 

長時間歩行② 

雨乞岳など 

6 月 

(Ⅱ)未定 
受講生企画 

7 月 5 日(土) 第８期修了式 

日程 (Ⅰ)行事・机上講習 (Ⅱ)現地講習 

7 月 

(Ⅰ)6 日(土) 

第８期入校式 

机上講習 

【地図ソフトとス

マホ・アプリ活用

法】

8 月 

(Ⅰ)18 日(日) 

(Ⅱ)24 日(土)

～25 日(日) 

机上講習 

【装備 夏山編】 

【登山の基礎知

識】 

テント泊山行①

八ヶ岳・北八ヶ岳な

ど

9 月 

(Ⅰ)7 日(土) 

(Ⅱ)14 日(土) 

～15 日(日) 

机上講習 

【読図】 

テント泊山行②

八ヶ岳・白山など

10 月 

(Ⅱ)19 日(土) 

読図山行 

経ヶ岳(福井)・経ヶ

岳(伊那)など 

11 月 

(Ⅰ)24 日(日) 

(Ⅱ)16 日(土) 

机上講習 

【装備 冬山編】 

【山岳遭難の現

実】 

【登山計画の立て

方・読み込み方】 

読図山行 

鈴鹿の山など 

12 月 

(Ⅱ)22 日(日) 

雪上歩行① 

猪臥山・位山など 

1 月 

(Ⅱ)18 日(土) 

雪上歩行② 

貝月山・蕪山など 

2 月 

(Ⅱ)15 日(土) 

雪上歩行③ 

富士見台・福地山な

ど 

3 月 

(Ⅰ)1 日(土) 

(Ⅱ)8 日(土) 

机上講習 

【山の気象】 

雪上歩行④ 

大日ヶ岳など 

4 月 

(Ⅱ)26 日(土) 

読図山行 

鈴鹿の山など 

5 月 

(Ⅱ)17 日(土) 

読図歩行 

美濃・湖北の山など 

6 月 

(Ⅱ)未定 

卒業山行 

(受講生企画) 

7 月 5 日(土) 第８期修了式 

東海支部メルマガ登録のお願い 

東海支部ではメルマガ「東海支部だより」を毎月１回発信して支部からの連絡、行事の

案内や各委員会からのお知らせなどを支部員・支部友会員の皆さんに配信しています。ま

た急ぎの連絡を臨時発信することもあります。 

このメルマガは登録した希望者に配信されます。ぜぜひひ登登録録ししててくくだだささいい。。 

 登録は東海支部のホームページの右側メニュー「支部メルマガ読者登録」で簡単にでき

ます。登録が出来ない場合は総務にご相談ください。 

登録ページ URL：http://jactokai.sakura.ne.jp/shibuhp/ 
modules/pico02/index.php/ 
content0004.html 
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瑞牆山山行に参加して 

 6月15,16日、瑞牆山山行に参加してきました。

この山行は、『ゆるキャン△聖地巡礼山行』と

銘打って同漫画・アニメの登場する山麓のキャ

ンプ場（聖地）に泊まって山に登るというシリ

ーズ企画です。

 自分としては、初のテント泊の支部山行であ

り、申し込んでも良いか躊躇しましたが、テン

トを担ぐ山行よりはハードルが低いと考え、思

い切りました。初めてご一緒するメンバーも多

く、行く前まではとても緊張していました。し

かし、行きの車内は勿論、昼食や買い出しから

楽しく、更には焚き火を囲んでの食事もお酒も

美味しく、リーダーはじめ他の参加者の皆さん

と大盛り上がりでした。

 2日目の山行は、早朝の大雨のため、残念な

がら瑞牆山登頂は断念して途中までで折り返

すことになってしまいました。しかし、雨で濡

れてキラキラとした新緑や、道沿いの沢、滝は

とても気持ちが良く、存分に癒されることとな

り、あらためて登頂だけが登山ではないと認識

しました。 

 今回の山行を通じて、いろいろな山の楽しみ

方があると教えていただき、他にも別の楽しみ

方を見つけていきたいと考えるようになりま

した。でも、その前にまずは次の「ゆるキャン

△山行」に参加するとともに、テントを担ぐ山

行にもチャレンジしてみたいと思います。

（加藤 恵美） 

山行委員に就任して 

 山行委員で新人と言える時期は過ぎてしま

いましたが、私にとっての山行委員会活動への

思いをお話しします。 

 先ず何より支部員の方が登山を安全で身近

なスポーツだと言う事を認識して頂くこと、ま

た、支部山行に参加してもらうことで目標を立

て充実した登山ライフを理想的に歩んでもら

えること、更にはまた生きがいを持つことで

日々の生活が楽しくなるそのような手助けを

委員会活動で出来たらと考え、山行委員会に参

加しております。 

そして、生意気ではありますが、山行を担当

されるリーダーのお力を借りして、行きたかっ

た山への山行を楽しんで頂くのはもちろん、登

山に必要な「体力」「知識」「判断力」、リー

ダーの経験談、指導からの「学び」、またパー

ティ登山での長所、短所、その他ソロ登山では

得られないものを体験していただき、参加され

る方の目標がさらに現実的なものとなるよう、

お手伝いが出来たらと考えております。

 これからも自己研鑽し、未熟者ですし微力で

はございますが、皆さまのお役に立てるよう尽

力致す所存です。どうぞこれからもよろしくお

願い致します。      （大西 伸幸）  

山行委員会だより 
山行委員会委員長 稲葉 真英
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「成功の反対は失敗ではない。成功の反対

は（失敗を恐れて）何もしないことだ。」 

アインシュタイン

参加申し込みの時、「登頂できる自信はな

いが、この機会を逃したら富士山登頂はでき

ない。最後のチャンスだと思う。申し込みし

なかったら後悔すると思って、批判も覚悟の

うえで申し込みます。」という人が幾人もい

た。 

今回の山行、半年がかりで取り組んできた

成果が出て、富士登山の念願は達成できた。 

なお、富士山高齢登拝者名簿は、11月末に

富士山浅間大社から、登頂者本人に送られる。

山田 弘さんは1合目から登頂した全盲登山者

の最高齢（数え年80歳）を確認したかったが、

大社には視覚障害者としての記録は取られて

いないとのことだった。 

参加者 

富士登山組11名 御中道組5名 

富士登山組は、80歳代は83歳を筆頭に5名、

70歳代は、もうすぐ70歳を迎える人を含め6

名。平均年齢、年齢構成の中位点は、いずれ

も78歳。御中道組を含めても、平均年齢、年

齢構成の中位点は変わらず78歳。 

健康寿命（日常生活が制限されることなく

生活できる）は、男性72.68歳、女性75.38歳

（2019年発表）。参加メンバーで、健康寿命

を超えていないのは、2名の女性だけ。視覚障

害者の2名に参加断念をお願いした。 

10年前、精進湖から青木ヶ原樹海をへて吉

田口コースを3泊4日の行程で登った時、3日目

に全員登頂を果たし、山頂の小屋で宿泊した

経験から（全盲者2名参加）、今回も、「一応

の技量とスタミナがあれば誰でも参加可」で

募集したが、サポート体制が不十分なため、

視覚障害者は1人に限定。他の2名の視覚障害

者には泣く泣くお断りした。高齢者集団であ

る亀の会のサポート体制の限界を痛感した。

（宿の確保が難しく、日程を1日短縮したこと

も大きい。） 

結局、富士登山挑戦者は11名。うち登頂者9

名。（2名は高所障害のため標高3200ｍで断念。） 

行程 

「1合目からの登山のこだわり」 

山頂を踏むことだけが富士登山ではない。 

1964年東京オリンピックの年、富士スバルラ

インが開通。富士吉田ルートは5合目からスタ

ートするのが一般的になった。馬返しからの

登山道は、あっという間に衰退し、茶店など

も廃屋と化した。しかし歴史ある登山道。や

っぱり富士山は1合目から登りたい。樹林の中

を、富士講のたどった道を歩き、女人結界の2

合目を実感し、廃屋や石畳など、歴史に思い

を馳せながら6合目まで歩くことにこだわっ

た。5合目までは、登山者も少なく、静かな古

道歩きを楽しめる。

御中道組は、5合目から森林限界の天地の境

といわれるトレッキングコースを御庭・奥庭

まで歩く。ダケカンバ、シャクナゲ、コケモ

モの花などを楽しんだ。これも富士山だ。

コースと所要時間

77月月1166日日((火火）） 天気：雨

金山(7:00)…馬返し(駐車・昼食)(11:10～11:

50)

歩行：馬返し(1440ｍ)(11:50)…6合目星観荘

(2325ｍ)(16:25)

亀の歩きで富士山を目指す！ 

ー亀の会 富士山登頂報告ー 

亀の会 加藤 守彦 
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77月月1177日日((水水))～～1188日日((木木））  

【富富士士登登山山組組】 11名 

1177日日((水水）） 天気：曇り時々晴れ 山頂部は霧、

一時雨、風強い 

星観荘出発4:40(入山規制が効いたのか、登

山者はさほど多くない)…富士山本宮浅間大

社3710ｍ13:20（参拝記帳・昼食・記帳に思い

のほか時間がかかった。「献酒をいただいた

器のカワラケは、噴火口に投げると祈願が成

就する」とのことだったが、濃霧で噴火口は

見えず。あてずっぽうで噴火口に向けて投げ

た。） 

14:20下山…（砂走・しばらくの間、霧と雨、

風の中を歩く。）…太子館3100ｍ（砂走と別

れ登山道へ・登山道に入ったら、すれ違うの

は中国人グループなど東洋系のツアーグルー

プがほとんど）…東洋館3000ｍ16:20（4名宿

泊）…日の出館2750ｍ18:20（7名宿泊） 

2名は8合目白雲荘（3200ｍ）にて登頂断念

…東洋館にて下山パーティーと合流 

1188日日((木木）） 天気：曇り時々晴れ 

東洋館発(4名)6:20…（花小屋まで砂走路） 

日の出館発(7名)6:40…花小屋2700ｍで東

洋館4名と合流6:55…馬返し11:20 

御中道組と合流し、馬返しの茶屋でコーヒ

ータイム（無事目的を果たした達成感もあり、

コーヒーはことのほか美味しかった。）

12:10乗車…泉水温泉入浴…金山18：20（解

散） 

【御御中中道道組組】 5名 

1177日日((水水））  

星観荘8:00…経ヶ岳2386ｍ…泉ヶ滝…富士

スバルライン5合目…御中道入口…御庭(昼

食)…奥庭自然公園入口…御庭(奥庭)…星観

荘15:15 

1188日日((木木））  

星観荘7:00…馬返し10:05（茶屋にて富士登

山組の到着を待つ） 

「厳しい山も、亀ペースで時間をかけて歩け

ば踏破できる」を証明した 

初日、高度差900ｍを雨の中歩行。4時間25

分、2日目山頂まで高度差1400ｍの上りと、高

度差1000ｍ（日の出館）の下りを13時間40分

かけて歩いた。下山時、山頂近くから濃霧と

雨と強風がしばらく続いたが、皆よく頑張っ

た。 

疲れのたまってきている3日目は東洋館か

ら馬返しまで高度差1510ｍを4時間50分かけ

て下りた。特に東洋館3000ｍから日の出館27

50ｍまでの岩場の下りは、疲れもあり厳しい

ものだった。 

このような厳しい条件を克服して踏破でき

たことは、参加者の今後の山歩きに大きな自

信になったと思う。無理せず、みんな同じ亀

ペースで歩いたのが成功の一因。 

失敗だったのは、標高の高いところで泊ま

れば、2日目の負担が少しは軽減されると思っ

て、やっとのことで宿を確保したが、7合目～

8合目の道は勾配のある岩場。下山は、砂走で

あれば山頂部から6合目までコースタイムで3

時間弱。岩場の登山道を下山するのに比べれ

ば、時間も短く、苦労も少なく下りられたと

ころを、8合目、7合目に宿を取ったので、登

りのルートの岩場を難儀して下り、7合目の日

の出館まで4時間もかかった。しかし、みんな

元気に小屋に着いた。 
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77月月1177日日((水水))～～1188日日((木木））  

【富富士士登登山山組組】 11名 

1177日日((水水）） 天気：曇り時々晴れ 山頂部は霧、

一時雨、風強い 

星観荘出発4:40(入山規制が効いたのか、登

山者はさほど多くない)…富士山本宮浅間大

社3710ｍ13:20（参拝記帳・昼食・記帳に思い

のほか時間がかかった。「献酒をいただいた

器のカワラケは、噴火口に投げると祈願が成

就する」とのことだったが、濃霧で噴火口は

見えず。あてずっぽうで噴火口に向けて投げ

た。） 

14:20下山…（砂走・しばらくの間、霧と雨、

風の中を歩く。）…太子館3100ｍ（砂走と別

れ登山道へ・登山道に入ったら、すれ違うの

は中国人グループなど東洋系のツアーグルー

プがほとんど）…東洋館3000ｍ16:20（4名宿

泊）…日の出館2750ｍ18:20（7名宿泊） 

2名は8合目白雲荘（3200ｍ）にて登頂断念

…東洋館にて下山パーティーと合流 

1188日日((木木）） 天気：曇り時々晴れ 

東洋館発(4名)6:20…（花小屋まで砂走路） 

日の出館発(7名)6:40…花小屋2700ｍで東

洋館4名と合流6:55…馬返し11:20 

御中道組と合流し、馬返しの茶屋でコーヒ

ータイム（無事目的を果たした達成感もあり、

コーヒーはことのほか美味しかった。）

12:10乗車…泉水温泉入浴…金山18：20（解

散） 

【御御中中道道組組】 5名 

1177日日((水水））  

星観荘8:00…経ヶ岳2386ｍ…泉ヶ滝…富士

スバルライン5合目…御中道入口…御庭(昼

食)…奥庭自然公園入口…御庭(奥庭)…星観

荘15:15 

1188日日((木木））  

星観荘7:00…馬返し10:05（茶屋にて富士登

山組の到着を待つ） 

「厳しい山も、亀ペースで時間をかけて歩け

ば踏破できる」を証明した 

初日、高度差900ｍを雨の中歩行。4時間25

分、2日目山頂まで高度差1400ｍの上りと、高

度差1000ｍ（日の出館）の下りを13時間40分

かけて歩いた。下山時、山頂近くから濃霧と

雨と強風がしばらく続いたが、皆よく頑張っ

た。 

疲れのたまってきている3日目は東洋館か

ら馬返しまで高度差1510ｍを4時間50分かけ

て下りた。特に東洋館3000ｍから日の出館27

50ｍまでの岩場の下りは、疲れもあり厳しい

ものだった。 

このような厳しい条件を克服して踏破でき

たことは、参加者の今後の山歩きに大きな自

信になったと思う。無理せず、みんな同じ亀

ペースで歩いたのが成功の一因。 

失敗だったのは、標高の高いところで泊ま

れば、2日目の負担が少しは軽減されると思っ

て、やっとのことで宿を確保したが、7合目～

8合目の道は勾配のある岩場。下山は、砂走で

あれば山頂部から6合目までコースタイムで3

時間弱。岩場の登山道を下山するのに比べれ

ば、時間も短く、苦労も少なく下りられたと

ころを、8合目、7合目に宿を取ったので、登

りのルートの岩場を難儀して下り、7合目の日

の出館まで4時間もかかった。しかし、みんな

元気に小屋に着いた。 

富士登山のきっかけとその後の経緯 

昨年8月に亀の会の志賀 傳さん(享年満87

歳)が亡くなられた。年末の亀の会忘年会の際、

「亀の会で、富士山に登頂し、山頂の浅間大

社の高齢者登拝簿に記帳してはどうか」との

提案を志賀さんから受けていたという話から、

お酒の勢いもあって「行こうか？」「よし行

こう！」ということになった。 

・本年1月19日、亀の会運営会議で、富士登山

構想と富士登山に向けてのトレーニング山行

「富士登山すごろく」を企画し、毎月、東に

向かって富士の名のつく山を登ることを決め

る。(内容後述)

・3月31日 参加申込み者 富士登山15名（う

ち視覚障害者3名）、御中道6名（うち視覚障

害者1名）

・5月7日 山小屋の申込受付開始日。山小屋

の宿の予約が取れず登山計画を仕切り直すこ

とになった。3泊4日を2泊3日にし、星観荘～

山頂往復に変更。このあたりから、亀の会の

富士登山について心配の声が上がったようだ。 

・5月24日 視覚障害者のサポーター確保の打

ち合わせ。富士登山の参加者も高齢化し、サ

ポートできる人が限られている。視覚障害者

の富士登山は山田 弘さんだけにしてもらう。 

・その後、体調不良・病気、介護などによる

参加辞退者が出て、最終的には、富士登山組

11名、御中道組5名の16名となった。

山小屋宿泊予約システムの変更に翻弄される 

富士吉田ルートでは、外国人登山者の急増

などにより、今年から「入山者を1日4千人に

絞る、原則事前予約制にし、入山料を2千円徴

収する」ことになった。 

また、コロナ禍以降、山小屋も宿泊者を制

限し、インターネットによる事前予約制が導

入された。 

今年の予約受付開始は、5月7日12時から。

12時を待って山小屋にインターネット接続す

るも通じず、13時過ぎにやっと通じたと思っ

たら、7合目以上の山小屋は、7月、8月は全て

満室。更に山頂小屋等一部の山小屋は、一組5

人以下が条件。取れた宿は、6合目の星観荘2

325ｍのみ。また、大半の小屋は申し込みと同

時に、登録した金融機関から宿泊料を自動引

き落としされる。 

6月6日 星観荘から山頂を1日で往復する

のは、亀の会としてはキツイ。標高の高いと

ころで泊まれば、2日目の負担が少しは軽減さ

れると思って、宿泊先を分宿する方針に切り

替え、皆で手分けして山小屋を当たり、蓬莱

館（3150ｍ）1名、東洋館（3000ｍ）4名、日

の出館（2750ｍ）8名の予約が取れた。しかし、

既述のとおり、まずい計画修正だった。 

※宿泊当日の山小屋の宿泊人数は十分余裕

があった。予約開始日にシステム障害があっ

たか、ツアー各社が定員枠目一杯に予約し、

その後人数を減らしたのか？少人数であれば

宿は、焦らなくても予約が取れたと思われる。 

富士山すごろく 

富士登山に向けて、各自週1回の山歩きを目

標とするとともに、トレーニングとして、毎

月富士の名のつく山を登る。回を重ねる毎に

標高を高くしていく、名付けて「富士山すご

ろく」山行を実施した。 

・2月22日 尾張本宮山（尾張大富士）292ｍ、 

尾張富士275ｍ 参加者19名 

・3月20日 三河本宮山(三河富士）789ｍ

（雨天中止） 

・4月26日 真富士山(静岡県）1343ｍ

参加者19名 

・6月7日 黒富士(山梨県）1633ｍ

参加者15名 

・6月19日 蓼科山(諏訪富士）2530ｍ

参加者18名 

・7月3日～4日 仙丈ヶ岳(お馬富士）3003ｍ

参加者15名 

富士と名のつく山だけあって、いずれの山 

も亀山行としては険しい箇所があり、時間を

かけて上り下りした。下りに、コースタイム 
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の2倍近くかかった山もあった。 

しかし、「亀ペースで時間を

かければ、難所も切り抜けられ

る」との自信を得た。最後の仙

丈ヶ岳山行は、高所順応も兼ね

たもの。2日目は8時間半歩いた。

長時間歩行についての自信とな

った。 

高所登山の心得の情報提供 

技術的にはさほど高度ではな

いものの、富士登山は、高齢者

には、いろいろな壁がある。「取

れるだけの対策は全て取る」と、

あれこれ対策を講じた。情報提

供も大きな対策。鹿屋体育大学

教授山本正嘉著『登山の運動生

理学とトレーニング学』を中心

に、高所登山の留意事項の情報

提供をした。 

・3月11日「高所登山のトレーニ

ングと予防策」

鹿屋体育大学教授 山本正嘉

長時間歩行のトレーニング、筋力トレーニ

ング、柔軟性トレーニング法

・6月6日「富士登山における安全確保のため

のガイドライン」

富士山における適正利用推進協議会発行 

富士山特有の安全確保の注意事項 

・6月14日「登山の疲労とその対策 下りで起

こる疲労」鹿屋体育大学教授 山本正嘉

特に下りの疲労についての留意事項、注意

喚起 

・6月18日「水分コントロール（計画的水分補

給）」 安田三弥医師

計画的な水分補給の心得 

・6月25日「高山での呼吸法（意識呼吸）」

鹿屋体育大学教授 山本正嘉

高山での上手な呼吸法

・6月25日「富士山に登る」 鹿屋体育大学教

授 山本正嘉

富士山は日本一厳しい登山の認識を。高山

病、歩行速度、トレーニングの留意事項 

持病報告・告知 

6月25日 「リーダーが認識しておくべき持

病」の告知を参加者に要請。半数が持病持ち 

の申告をした。あわせて、「緊急時告知書」 
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をザックに入れるよう要請。 

長時間運転に感謝 

富士山すごろくの真富士山トレーニング山

行以降、2名の会員に毎月遠距離運転をしてい

ただいた。これがなければ今回の企画は実現 

できなかった。厚くお礼申し上げる。 

半年にわたる「富士山すごろく」と富士登

山は、このようにして無事幕を閉じた。 

志賀 傳さん！約束果たしたよ！ 

亀の会の過去の富士登山 

・2010年7月馬返し～5合目佐藤小屋（泊）～

御中道めぐり1泊2日 17名 マイクロバス

・2014年7月 亀山行11名 3泊4日 レンタカ

ー,自家用車各１台

精進湖湖畔（泊）～青木ヶ原樹海～富士ス

バルライン～星観荘（泊）～富士山頂～山頂

お鉢めぐり～富士山頂・山口屋（泊）～御殿

場ルート～宝永山～富士宮駐車場 

好天に恵まれ、全員富士山・剣ヶ峯登頂・

お鉢めぐり達成 全盲の山田弘さん、吉田清

恵さんも参加 

・2018年9月村山古道 12名 1泊2日

水ヶ塚駐車場～村山古道～宝永山荘（泊）

～御殿庭～須山御胎内～水ヶ塚駐車場 
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Ｋ２(8611ｍ)の西壁に挑む平出君から、出

発直前の5月末に電話を貰った。用件は、西壁

の情報（様子）を知りたいというのだ。と言

われても私には西壁を語る術を持ち合わせて

いない。 

強いて言えば、1997年東海支部が送ったＫ

２隊の総隊長を仰せ付かったというぐらいの

ご縁である。この隊は、隊長が田辺 治で西稜

の8200ｍ地点から西壁に入り直上して頂上に

立っている。 

こんなことから田辺とは事前にルートの検

討もしたし、帰った後も検証の場を持ったの

でその点で申せば、少しは西壁についての知

識を持っていると言えなくはない。 

その田辺であるが、2010年9月ダウラギリで

雪崩にやられ今はいない。平出君からは、私

の立場とそれを承知の上でのお尋ねである。 

返答は、次の通りで田辺の受け売りである。 

「西壁は、特に下部は落石とセラック（氷

塊）の崩壊が激しい。この観点から東海支部

隊は、西稜上部の8200ｍ地点から西壁に入っ

ている。案の定、上部は安定していて登攀上

のリスクは感じられなかった」。 

大した情報ではない。この程度のことは、

百戦錬磨の平出君なら百も承知の筈だ。恐ら

く出発前の気休めで親しい人への「今から行

って来ます」の挨拶代わりで、私もその中の

一人だったのであろう。 

ついで、でとは何だが、これも参考になれ

ばと田辺隊長のもとで３度挑んだ東海支部の

冬期ローツェ(8516ｍ)南壁隊の話もさせても

らった。ちなみにこの隊は、３回目挑戦の2006年

の12月に南壁の登攀に成功している。 

ローツェについても田辺の受け売りである。 

「ローツェ南壁は、Ｋ２西壁よりも遥かに

悪い。このリスクを回避するために敢えて大

変厳しい登攀を強いられる冬期を選択した。

その理由は、冬期の低気温によるビセット効

果で落石の危険が大幅に軽減されよう。また

氷も固く締る筈だからセラックの崩壊も起こ

りにくい」。 

結果は、確かに冬期の登攀には厳しいもの

があったが、落石は３回の南壁登攀中一人隊

員が肩に落石を受けただけで、それも軽傷で

済んでいる。セラックの崩壊は起きていない。 

田辺の慎重さがそこから窺えるのだが、そ

の田辺が雪崩でやられてしまっているのだか

ら何をか言わんやだ。 

実は、電話の平出君との会話の中で田辺が

言っていたのとは少しニュアンスの違う表現

をさせてもらっている。一文字だけである。

田辺は、「西壁の下部は、落石やセラックの

崩壊が激しい」とは言っていない。田辺は“激

しい”ではなく“巣”だと言った。 

私は、その“巣”という言葉を聞き何となく

暗いイメージを抱いてしまった。このことか

ら平出君に西壁の下部が、四六時中、落石と

セラックの崩壊が頻発する大変危険な場所

“巣”だとわざわざ強調しているような気が

して、これから西壁に向かう人間にいらぬ不

平出和也君のこと 
常任評議員 尾上 昇 

ＫＫ２２西西壁壁（（右右のの稜稜線線がが西西稜稜））  ロローーツツェェ南南壁壁（（22000066 年年東東海海支支部部完完登登））
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安を抱かせてもとの思いで言葉を言い換えさ

せてもらった。 

以前からＫ２西壁への挑戦は、平出君本人

から中島健郎君と一緒にやると聞かされてい

たのだが、それを聞いた途端、“巣”が引っ掛

かって「西壁止めたら」が口から出かかった。 

私は、平出君を世界一屈強なクライマーと

評価してきている。平出・中島のペアも最強

である。二人は、あらゆる困難と厳しい修羅

場を潜ってきている。そんな男達に何で私ご

ときにそんな忠告めいた台詞が吐けようか。

仮に話をしたとしても全てを悟っている二人

にとっては、とんだ御節介事だろう。世間で

は、これを老爺心と呼ぶ。 

只、私の胸中からは、“巣”は澱となって消

えず、併せて嫌な予感を覚えるのを禁じ得な

かった。 

7月27日午前7時、西壁の5700ｍに設置され

たアドバンスベースキャンプ（前進基地）に

陣取っていた撮影隊のスタッフが、7500ｍ地

点で二人が氷と共に滑落するのを見ている。

1000ｍ程落下したところでロープで繋がった

ままの動かない二人を視認。ヘリで救助を試

みるが壁が急峻で近づけず救助不能。下から

のマンパワーによる救出も検討したが、二重

遭難のリスクが高いとのことで断念。 

恐らく氷と共に滑落したとあることからチ

リ雪崩（小さな雪崩）に巻き込まれたか、セ

ラックの崩壊に遭って飛ばされたかのいずれ

かであろうことは、想像に難くない。

昨年の10月28日名古屋市医師会協同組合の

創立60周年記念の記念講演会の講師として、

私と平出君が招かれた。テーマは、― 人は何

故、山に登るのか ― である。私との対談の

中で平出君は、こんなことを語った。 

「私のことを無謀だと思っている人が多く

いることを知っている。私は、決して無謀で

は無いと思っている。足元にある危険を危険

と認識した上での行動は、より安全につなが

るのだ。困難であれば果敢に挑戦するが、危

険と判断したら退避する。リスクは取らない

という考えを持っていないと命を失う」。 

それでも平出君は、遭難している。 

私は、私の嫌な予感が当たったなどとは言

わない。平出君の近著『What'ｓ Next?』の中

で本人が述べている“４３歳の壁”、それが

その通りの現実のものになったとも思わない。

今回の遭難事故をどのように評すればいいの

だろうか。私には、現す言葉を見い出せない。 

敢えて言わせてもらうなら“山とは、そし

て山登りというものは、そうしたものなんだ。

だから山なんだ”と言うしかない。 

今は、只二人の冥福を祈るのみである。更

に申し上げれば、二人の好青年、私の年から

いえば４５歳と３９歳は、まだ青年のままな

のだが、その二人の好青年に会えなくなって

しまったことが、実に寂しくてならないのだ。

残念、無念の一言に尽きる。 

会ったことのない人は、きっとあれだけハ

ードなピオレドール賞を複数回取るような凄

い登山をやっている連中だから、さぞや逞し

い山男と想像する向が多いと思う。豈図らん

や二人共むしろ華奢で礼儀正しく快活な、ま

さに好青年、本当に爽やかないい奴等なのだ。

どこにあのパワーが隠されているのだろうか

と訝りたくなる。 

平出君から貰った電話には、続きがある。

話し終えた最後に、餞別を送ろうと思い銀行

の口座番号を尋ねた。「尾上さん、成功した

ら健郎と一緒に名古屋へ報告に行きます。そ

の時のご褒美でいただきます。沢山期待して

います」。 

電話の向こうから、明るい弾んだ笑い声が、

そして同時に、あの優しい目差しの平出君の

笑顔が脳裏に浮かんだ。それは、鮮明に今も

私の瞼に焼き付いている。 

名名医医協協 6600 周周年年記記念念祝祝賀賀会会会会場場ににてて  

((前前列列左左  尾尾上上、、右右  平平出出とと名名医医協協のの先先生生方方))  
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スケッチクラブ 山口 公子 

愛知牧場-涼風に吹かれて

 7 月 31 日(水)、名古屋は猛暑、でも東の郊

外-愛知牧場には涼風が吹いていました。名鉄

豊田線黒笹駅に 6名が集合して向かいました。 

 2・3 日前には、気温 40℃を観測、猛暑続き

で心配でしたが、風が心地よく、涼しい場所を

見付けて、各自ポニー・馬・牛・ヒマワリ畑・

ブルーベリー畑と、丘の上に登って行きました。 

 夏休みで家族で来たり、恋人同士で来たりと、

大勢の来場者に交じってのスケッチでした。 

 昼食時も雑談が楽しく、盛り上がりました。

牧場名産のソフトクリームは美味しかった! 

 恒例のスケッチの品評会、ヒマワリや、仲間

の姿が描かれているのを見ると、嬉しくなりま

す。 

 参加 2回目の私のために、石井代表から、日

本山岳会と東海支部の組織・活動・参加などに 

愛知牧場のスケッチメンバー 

ついて、説明して頂きました。これからも皆さ

んと楽しみたいと思います。 

 代表: 石井 仁 

 事務局: 村中征也・岩田智与子 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴザフェス 2024 のご案内 

東海学生山岳連盟では、今年もゴザフェスを開催いたします。 

ゴザフェスは山が好きな学生の交流を目的として、藤内小屋をベースに御在所岳のフィールド

で行う、東海学生山岳連盟の最大のイベントです。 

１日目はクライミングの体験会と懇親会、２日目はそれぞれのコースから御在所岳に登り、

山頂で全員が集まり記念撮影をします。 

クライミングをやらない方のために、藤内小屋から一般登山道を歩くパーティーもありま

す。イベントを盛り上げるためにも支部員の皆様にもご参加いただければ幸いです。よろしく

お願いします。 

日程 2024 年 9 月 28 日（土）～29日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊  テント泊もしくは小屋泊（藤内小屋）

費用 ３０００円（懇親会費）＊藤内小屋での宿泊の場合は別途負担 

〆切 9 月 17 日（火） 

申込先  https://forms.gle/opfaAbYUE1nzyRJL9 

問い合わせ先：東海支部総務委員長 今津 imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp 

東海学生山岳連盟 

同好会紹介コーナー 

行程 【1日目】 

9:00  御在所裏道登山口集合 

10:00 開会式 

10:30 クライミング講習会

15:30 藤内小屋にて懇親会準備 

17:00 懇親会開始 

＊当日は 17：00 までに藤内小屋にお越し

下さい 

【2日目】 

4:30 クライミング組 出発 

8:00 一般登山組 出発＊裏道コースなど 

12:00 山頂集合・記念撮影 

＊小古真也さんによるセルフレスキュー講

座を開催 

13:30 藤内小屋 発 

15:00 御在所裏道登山道にて解散 
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アジャンタ・エローラ窟を見に行きたいと

思っていた矢先、ハリハラン氏を師と仰ぎ、

バンガロールで一緒に住んでいた加賀谷氏の

薦めもあり、2009年7月13日からインドに出か

けました。タイ・バンコク経由ムンバイには

深夜到着。翌日は朝から雨の市内見学、伊藤 

祐民が滞在したタージマ ホテルは昨年11月

のイスラム過激派のテロで、旧館は修理と厳

重な警戒でした。 

インド最大の富豪と言われ、ジャムシェー

ドジー・タタがインドの入口であるムンバイ

に世界に通用する一流ホテルの必要性から、

英国に対抗して建てた豪華な歴史と憧れのホ

テルでいつか宿泊したい思いに駆られました。 

2004年に世界遺産に登録されたビクトリ

ア・ターミナス駅、現チャトラパティ・シヴ

ァージー・ターミナス駅。この名前はこの地

でムガール帝国に抵抗し最後までイギリスの

植民地化に抵抗したヒンドゥー教徒の英雄で

す。インド中の鉄道スタート地点で巨大な駅

を観光後、ムンバイ空港から1時間のフライト

でアウランガバートへ、今夜の宿アンバサダ・

アジャンタは五つ星ホテルで、ゲートから入

口まで広い前庭があり、裏庭にはプールやテ

ニスコートも有ります。ホテルのレストラン

は高価なので夕食は外のレストランに行きま

した。ホテル前道路の横断、歩道には街灯も

信号も無く、暗闇から車が猛スピードで走行

し、まぶしいライトに慣れるまで足がすくみ

ました。 

翌日は「エローラ窟院」の観光に日本語通

訳付き車がホテルに迎えに来ました。  

初めての印度旅行のため加賀谷氏が手配し

てくれた贅沢な旅は今回限りで、二度目の印

度旅行からはネットでホテルを取り安価な旅

を心掛けました。  

アウランガバードから車で一時間、途中、

祐民日記にスケッチされているドウラタバー

トの古城を見学、頂上から見る城の全景、デ

カン平原の景色が雄大でした。

  

東南アジア・インド紀行の話Ⅱ 
～アジャンダ・エローラ石窟～ 

支部員 田中 進 

新連載 

タージマ ホテル

ドウラタバート古城からデカン高原の街並み 
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した。ホテル前道路の横断、歩道には街灯も

信号も無く、暗闇から車が猛スピードで走行

し、まぶしいライトに慣れるまで足がすくみ

ました。 

翌日は「エローラ窟院」の観光に日本語通

訳付き車がホテルに迎えに来ました。  

初めての印度旅行のため加賀谷氏が手配し

てくれた贅沢な旅は今回限りで、二度目の印

度旅行からはネットでホテルを取り安価な旅

を心掛けました。  

アウランガバードから車で一時間、途中、

祐民日記にスケッチされているドウラタバー

トの古城を見学、頂上から見る城の全景、デ

カン平原の景色が雄大でした。

  

東南アジア・インド紀行の話Ⅱ 
～アジャンダ・エローラ石窟～ 

支部員 田中 進 

新連載 

タージマ ホテル

ドウラタバート古城からデカン高原の街並み 

12世紀に造られた砦で歴代のイスラム王朝

が支配しました。そこから30分のエローラ窟

院は南北6キロに及ぶ大地にせり出した岩山

を、掘削して作られた34の寺院群です。  

1～12窟は仏教（7～8世紀）、13～29窟はヒ

ンズー教（8～9世紀）、30～34窟はジャイナ

教（9～11世紀）、最も有名なのは第16窟にあ

るカイラーサナート寺院です。

岩山を上から彫って百年後に完成しました。

たくさんの象が本堂（宇宙）を支えています。

一番奥の本殿のドームは聖地カイラーサ山で、

中にシヴァ神（リンガ）が祀られています。 

第5窟は僧院で幅18メートル。奥行き36メー

トルもあり、エローラで最大の空間を持つ講

堂として使用されました。第12窟はまるで学

校かアパートのように見える、多くの僧侶が

寝食をした僧房です。次にアウランガバード

の北部、ファルダプール村から公営バスに乗

り換え約15分の「アジャンタ窟」に行きまし

た。紀元前2世紀から紀元後650年の800年間に 

30窟の仏教洞窟が作られ、7世紀ごろには突然

理由も無く、建築者がエローラへ移動しまし

た。 

1819年東インド会社のジョーン・スミスが

虎狩をしていた時偶然発見されました。第26

窟祠堂、聴松閣トンネルの入口はこちらのコ

ピーです。第2窟は釈迦誕生の壁画、天上の菩

薩が白象となって地上のマーヤ夫人のお腹の

中に入る夢をみた壁画です。第16窟の化粧を

する女性は薄暗い部屋の柱に描かれていまし

た。フラッシュ禁止の暗闇で撮った写真は手

に持つ鏡だけが光っています。何れも聴松閣

地階のハリハラン壁画のオリジナルを目にし

て感動しました。 

エローラ 16 窟 カイラーサナート寺院

アジャンタ 2 窟 釈迦誕生の壁画

デカン高原の北西ワーグラー川渓谷の断崖中腹に刻まれた仏教寺院群アジャンタ石窟と筆者 
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支部報177号で「支部員の2氏が私家版を出

版」として紹介頂き、178号から「名作の舞台

を訪ねて(1)」と題して抜粋掲載を始めました。

これは、文学・音楽などの分野から50の名作

を選び、その舞台を紀行・スケッチする旅で、

6年を要しました。 

 前回は、北海道「知床旅情」でしたので、

今回は山形市「立石寺」です。 

No.8 俳句・松尾芭蕉   

閑さや 岩にしみ入 蝉の声 

 『奥の細道』の名句です。山形市にある立

石寺(通称山寺)での作で、「見ておいた方が

よい」と勧められ、尾花沢から戻る形で訪れ

ているので、勧めが無かったら生まれなかっ

た句かも知れない。 

月日は百代の過客にして、行き交う年 

もまた旅人なり…片雲の風に誘はれて、 

漂泊の思ひやまず… 

 弟子の河合曾良を伴い、江戸～平泉～酒田

～大垣までの2,400km、1689年5月16日～10月4

日(新暦)の142日間に及ぶ。作中の次の3句も

有名です。 

  夏草や 兵どもが 夢の跡 平泉 

  五月雨を 集めて早し 最上川 山形 

  荒海や 佐渡に横たふ 天の河 出雲崎 

 芭蕉は、現在の三重県伊賀市に生まれ、江

戸に出て深川の芭蕉庵に住み、蕉風の俳諧を

確立し、「俳聖」と称される存在。 

【現地を訪ねて】 

 

この句が詠まれた立石寺は、JR山形駅から

仙山線で東に13kmの所。860年(平安前期)開山

の天台宗の古刹で、円仁開山の4寺(中尊寺・

毛越寺・瑞巌寺・当寺)の1つ。 

山寺の名の通り、山の斜面の広大な敷地に

多くの堂宇が建ち、奥之院までの石段は1,01

5段。 

 2023年8月1日、右膝への人工関節手術後で

心配したが、片側に手摺があると聞き決心、

ストックと併用で完登出来た。

猛暑は木立の中で救われた。岩や石像、門・

建物を眺めながらの登り、中程の「せみ塚」

の前での一服、40mの岸壁に響く蝉の声に聞き

入った。 

…立石寺は、訪れておきたい名所です。 

芭蕉像前で 

名作の舞台を訪ねて(２) 
支部員 村中 征也 

せみ塚の岩壁 

立石寺の絶壁に建つ五大堂と開山堂を描く 
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『足利からの山旅』（六）（七） 

沖 允人・道子著 

 前号39に紹介した『奥美濃の山旅』、『奥 

三河の山旅』の著者の大著と言える『足利か

らの山旅』を取り上げた。  

 「・・・急遽、職場を栃木県足利市に移る 

ことになり、これから十年以上を足利で過ご

すことに・・・。この機会に名古屋での生活

をいろいろと支えていただいた皆さまへのお

礼の気持ちも加えて、この本を妻との共著と

して自費出版することにした。 

 名古屋を去るにあたって、惜別の情は抑え 

がたい。しかし、«人間至るところに青山あり

»との言葉を信じて新しい土地に向かうこと

にする」と、『奥三河の山旅』のあとがきに

結ばれている。

ここに、『足利からの山旅』の基盤がある。 

 前紹介39に「・・・のち、二十数年にわた

り足利を本拠地に、栃木・群馬・埼玉・福島 

（会津・阿武隈の山）など東北へ、北海道・ 

日本アルプス・新潟・石川などの山へと広が 

っていく。これらが『足利からの山旅』とし 

て、7巻まで纏められたのも凄い」と、末文 

に書いた。今、この七巻の国内外の広範囲・ 

多岐にわたる山と紀行を俯瞰してみて、改め 

て大著だと感じている。  

「名古屋から足利市に移り住んでの7年間 

の山旅の印象を纏められたのが始まりで、一 

冊の本を纏めることは大変であったが、これ

まで登った山々や出会った人々との忘れがた 

い思い出を反芻するのにいい機会であった」 

との、一巻の＜はじめに＞の一文のように、 

ここから11年に及び七巻まで出版されたのだ。 

 さらに、一巻＜あとがき＞では「足利を起 

点とした登山の記録を整理して、自分ながら 

よくぞ歩いたものだと感心した。・・・どの 

山にもそれぞれの想い出があり選択に困った 

が、人や風景との出会いの中で、私の心に残

った登山の記録の幾つかを選んだ。足利での 

山行が楽しいものになったのは、素晴らしい 

山の仲間に恵まれたからで、足利に来て間も 

ないころ近くの医院の山に登るという女医さ 

んと、その仲間とも知り合いになれたからで 

あった。・・・足利に住む人々や周辺の山々 

を知るようになり、この出会いは私たちにと

っては大切な財産となった」と述べている。 

 次いで、全巻について見てみると〈一巻 

210頁76山〉、〈二巻280頁191山〉、〈三巻 

275頁121山〉、〈四巻581頁208山〉、〈五巻 

481頁156山〉、〈六巻「海外の山編」406頁 

＜東部カラコルム：サセル・カンリⅡ峰初登 

頂・他3山初登頂＞含む22山〉、〈七巻・最終

版545頁（付17頁含む）153山〉。とあり、山・

頁の分量が歴然である。 

 最終版七巻の巻末にある〈六巻までの掲載 

の山〉が17頁わたってあげられており、七巻

掲載分を足すと山は927で、紀行・随筆が加わ

ってこの分量だ。これだけの記録を明確にと

り文筆化すのにはいかなるパワーか。しかも 

15年ほどで。 

※ 

 読み始めるとあれもこれもといとまがない。 

が、中でも読み応えと感銘を大いに受けたこ

の一つだけはあげておきたい。それが、最終 

版の【深田久弥ご夫妻とわが家のこと】であ 

る。〈松原の深田先生のお宅〉から始まり23 

ページ余にわたっていて、そのどれもにほの

東海支部の蔵書からの一冊 40 
図書委員⻑ 石田 文男
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ぼのとした関わりが伝わってくる読後感だ。 

 長くなるが一連の項目を拾っておきたい。 

〈深田先生とヒマラヤ：ジュガールヒマール 

周辺と『日本百名山』のこと〉。 

〈九山山房：マラヤ関連の書籍の宝庫で、本 

の入手と多くの人との関わり〉。 

〈ヒマラヤの本：『ヒマラヤ登攀史第二班』、 

『ヒマラヤの高峰』、『ヒマラヤ・山と人』

などヒマラヤに関する出版物〉。 

〈私のヒマラヤ：深田先生に遠征のための知 

識と知恵を借りた話など〉。 

〈暖かった奥様の気持ち：道子は・・・不満 

がたまると奥様に手紙を書いていたようだ。 

その都度奥様から手紙をいただき、それらは、 

大変心温まるものであったという〉。 

〈奥様と深田先生からの手紙：かなりの数の 

手紙のやりとりがあったようだが、残ってい

るのは・・・。深田先生から允人宛の手紙・ 

葉書は沢山あったが、残念ながらほとんど残

っていない。奥様から妻・道子宛の手紙など 

が17件、この中の一通には、奥様から・・・ 

「これからが御家庭として一番充実した時を 

お迎えになるのだと存じます。自分が夢中で 

主人や子供の世話に明け暮れた時代を懐かし 

く振り返る思いでございます」と。 

 深田先生が奥様と新婚旅行のように登られ

た雨飾山の双耳峰に触れて書かれたものに、 

左の耳は 

僕の耳 

右は はしけしや 

君の耳 

がある。ちなみに、「はしけしや」とは「愛 

おしい」の意味。奥様は「私の小谷温泉」と 

して山の文学誌『アルプ』1972年10月号にこ

の当時の想い出を書かれている〉。 

〈深田先生がご存命であったなら：深田先生 

に期待していたのは、なんといっても「世界 

百名山」の完結である。『世界百名山絶筆四 

十一座』周辺あれこれ。 

 「深田先生のモットーは〔未知を求めて遠 

く旅する者に神はそのパラダイスを開く〕で 

あった。母校の錦城小学校の校歌を深田先生 

が作詞されている・・・。この小学校の近く 

の江沼神社の境内に深田先生の碑がある。当 

初、この碑に「未知を求めて・・・を刻む予 

定であったが・・・次の四行詩になったと奥 

様が『アルプ』に書いておられる。 

山の茜を顧みて 

一つの山を終わりけり  

何のとりこのわが心 

早も急かるる次の山  

私は、やはり、深田先生の生き様としての 

「未知を求めて遠く旅する者に神はそのパラ 

ダイスを開く」が好きである〉。 

※ 

 七巻のうち支部所蔵は六と七で、分類は禁 

帯ある。この二巻は勿論だが、何処かに機械 

有らば他の五巻一から五も読んでほしもので 

ある。 

（六）A5版406頁 私家版（200部）非売品

発行2006年3月31日

（七）A5版545頁 私家版（150部）非売品

発行2009年10月12日

参考 

（一）A5版210頁 私家版（ 部）非売品 

発行1998年7月16日 

（二）A5版210頁 私家版（200部）非売品

発行2001年1月3日

（三）A5版276頁 私家版（200部）非売品

発行2001年1月3日

（四）A5版581頁 私家版（   部）非売品 

発行2  年 月 日

（五）A5版481頁 私家版（   部）非売品 

発行2  年 月 日 

石田所蔵 （一）特装20‐⑱、（二）、普及 

・特装10－⑥、（三）普及（六）

第 10 回スケッチクラブ作品展のご案内 

⼭の絵のほか、多彩な作品に取り組みまし
た。ぜひご覧ください。
期期間間：10 ⽉ 2 ⽇(⽔)〜6 ⽇(⽇)
時時間間：9：30〜16：30＊2 ⽇は 13：00 から

＊6 ⽇は 15：00 まで
会会場場：名古屋市市政資料館 3 階第 5 展⽰室

名古屋市東区⽩壁 1-3 ℡052-953-0051
交交通通：地下鉄名城線「名古屋城」駅 2 番出⼝

を東へ 8 分 (公共交通のご利⽤を)
連絡先：村中征也 090-2922-8868
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今の世を生きている私たちにとって、環境破

壊を食い止めなければならないという考えは

大事なことと思います。ましてや自然、山を愛

している私達登山者にとっては特に意識を強

く持たなければならないことと感じます。山を

始めとした自然環境の破壊が始まっていると

感じるのは私だけというわけではないです。山

に行った時などにそれを目にすることが有り

ます。 

パタゴニアというブランドは、多くの人の環

境意識が高まる以前から環境に配慮した物作

りをしていました。初めてフリースウェア―を

商品化したのはパタゴニアが初めてですが、製

品をリサイクルしたポリエステル素材で作っ

たり、２００５年にはフリースを回収して再度

フリースに生まれ変わらせることなどをして

います。その他にも環境に配慮した商品作りの

考えを徹底しているようで、それがブランドイ

メージの向上につながっています。同じような

商品が他社に比べて少し値段が高いようです

が、商品が丈夫で長く愛することによって環境

負荷を低くするという考え方もあるようです。 

今まで、登山道具はその性能を高めることで

個人のパフォーマンスを増大させてきました。

より困難な登山の成功には高性能な登山道具

の進化が不可欠だったともいえるかもしれま

せん。しかし性能の高度化が環境破壊につなが

ってしまったという事が有るかもしれません。 

１９７６年に初めて発売されたゴアテック

スは完全防水で蒸れないという性能で今や雨

具の素材としては一般化した素材ともいえる

ものです。初めて登山用品を買う人には、雨具

はゴアテックスでなくてはいけないというほ

どです。

ゴアテックスのメンブレンの素材である

PTEF(ポリテトラオロエチレン)は PFAS（有機

フッ素化合物の総称）の一部とされ、環境に蓄

積されていき、水を通して人体に蓄積されると

健康被害に及ぶとされるようになりました。又

メンブレンだけではなくて表面の撥水加工も

PFAS なので、撥水加工もフッ素化合物を使わ

ないという方向に有るようです。最近の撥水加

 

防水・透湿のゴアテックスの撥水の瞬間 

工はとても耐久性が高くなっていますので雨

具に対する性能の信頼性も良くなっています

がフッ素を使わない工夫が求められてきてい

ます。 

そのゴアテックスですがメンブレンの素材

を新しくPTFEではなくてePE(エクスパンデッ

ドポリエチレン)という素材に代わっていくよ

うです。同じゴアテックスという名前を使って

いてもその中身は違う素材に変化していきま

す。防水性や透湿性と言ったゴアテックスその

ものが持っていた素晴らしい性能は維持され

ているようです。今のところ、そのお値段はち

ょっと高めでは有るようですが、環境と健康維

持のためには新しいゴアテックスに代わって

いく、又は撥水加工を含めて環境に蓄積されな

い素材を採用していくことはとは必ず必要な

ことと考えられます。 

登山用品における環境保護の意識について 
装備委員会委員長 千葉 泰丈 

登山用具あれこれ⑬ 
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【ボランティア委員会】 

二つのボランティア登山 

試試験験観観察察中中のの少少年年ととのの「「タタンンポポポポ登登山山」」・・ブブ

ラライインンドド登登山山者者ととのの「「ひひままわわりり登登山山」」

６月 14 日（金）、名古屋家庭裁判所の試験

観察中少年との登山「タンポポ登山・身柄付き

補導委託登山」が行われた。名古屋家庭裁判所

調査官、名古屋少年友の会、試験観察中の少年

親子、ボランティア委員会の総勢 11 名が参加

して、すでにこの行事では定番となっている。

林道ゲートから赤猿峠、猿投山、三又広場の周

回コースで登った。少年たちの、山での明るく

楽しそうな振る舞いから、何故、彼らが問題を

起こしているのか？いつも考えさせられる。 

 １週間後の、6月 22 日（土）、東海支部・支

部友所属のブラインド登山者との登山「夏のひ

まわり登山」が行われた。19 名（内、ブライ

ンド登山者５名）が参加して、猿投山（629m）

の北東に、戸越峠を挟んで同じ高さで連なる折

平山（628m）に登った。金山に 8時集合、乗用

車 3 台に分乗して一般道を走って八柱神社駐

車場へ、駐車場からの周回コースで実施。猿投

山の隣にありながら、今回も登山者と出会うこ

との無い静かな登山が楽しめた。登山道も危険

【猿投の森づくりの会】 

「上高地国有林の歴史と保全に関する現地 

研修会」 

 猛烈な台風 10 号が到来するとの予測の中、

上高地への影響は限定的と判断し上高地山岳

研究所へ林野庁中信森林管理署井口署長をお

招きして講演、現場案内をして頂いた。標記の

研修会である。この企画は、猿投の森づくりの

会の 20 周年記念事業の一環でもある。参加者

18 名、2024 年 8 月 31 日のことである。 

上高地の森林伐採は江戸時代初期から始ま

り大正 5 年（1916 年）には木材生産としての

伐採は終了している。バスセンター周辺のカラ

マツ林は大正 3年（1914 年）に植栽し樹齢 110

年になる。

 植林と言えばスギ、ヒノキ、マツを指すと思

っていたが長野県のような高地ではカラマツ

を植栽することが多く現時点ではスギよりカ

ラマツの方が高価で取引されるとの事、再認識

させられた。

夏のひまわり登山 折平山にて 

なところはほとんど無く、自然も多く残されて

おり、もっと登られてもいい山だと思う。 

 今秋も、一般公募の「秋のブラインド登山」、

東海支部・支部友所属のブラインド登山者との

「秋のひまわり登山」、SON 愛知のアスリート

（知的障がい者）との「秋の山岳会と一緒に

登山」、試験観察中少年との「秋のタンポポ

登山」に加えて、自由ヶ丘幼稚園児との「親と

このふれあい登山教室」を実施します。 

詳細は、今号、INFORMATION コーナーに掲載さ

れています、ご覧ください。 

上高地の森林は現在保護林となっている。カ

ラマツの人工林が２％、シラビソやコメツガな

どの針葉樹天然林が 70％、ヤナギ類、ハルニ

レ、サワグルミ、ダケカンバなどの広葉樹が

11％、その他 17％である。

上高地の保護林の管理上の課題は

1） オーバーユース（マイカー、観光バス規制）

委員会報告 

研修に参加した方々 上高地山岳研究所にて 
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【ボランティア委員会】 

二つのボランティア登山 

試試験験観観察察中中のの少少年年ととのの「「タタンンポポポポ登登山山」」・・ブブ

ラライインンドド登登山山者者ととのの「「ひひままわわりり登登山山」」

６月 14 日（金）、名古屋家庭裁判所の試験

観察中少年との登山「タンポポ登山・身柄付き

補導委託登山」が行われた。名古屋家庭裁判所

調査官、名古屋少年友の会、試験観察中の少年

親子、ボランティア委員会の総勢 11 名が参加

して、すでにこの行事では定番となっている。

林道ゲートから赤猿峠、猿投山、三又広場の周

回コースで登った。少年たちの、山での明るく

楽しそうな振る舞いから、何故、彼らが問題を

起こしているのか？いつも考えさせられる。 

 １週間後の、6月 22 日（土）、東海支部・支

部友所属のブラインド登山者との登山「夏のひ

まわり登山」が行われた。19 名（内、ブライ

ンド登山者５名）が参加して、猿投山（629m）

の北東に、戸越峠を挟んで同じ高さで連なる折

平山（628m）に登った。金山に 8時集合、乗用

車 3 台に分乗して一般道を走って八柱神社駐

車場へ、駐車場からの周回コースで実施。猿投

山の隣にありながら、今回も登山者と出会うこ

との無い静かな登山が楽しめた。登山道も危険

【猿投の森づくりの会】 

「上高地国有林の歴史と保全に関する現地 

研修会」 

 猛烈な台風 10 号が到来するとの予測の中、

上高地への影響は限定的と判断し上高地山岳

研究所へ林野庁中信森林管理署井口署長をお

招きして講演、現場案内をして頂いた。標記の

研修会である。この企画は、猿投の森づくりの

会の 20 周年記念事業の一環でもある。参加者

18 名、2024 年 8 月 31 日のことである。 

上高地の森林伐採は江戸時代初期から始ま

り大正 5 年（1916 年）には木材生産としての

伐採は終了している。バスセンター周辺のカラ

マツ林は大正 3年（1914 年）に植栽し樹齢 110

年になる。

 植林と言えばスギ、ヒノキ、マツを指すと思

っていたが長野県のような高地ではカラマツ

を植栽することが多く現時点ではスギよりカ

ラマツの方が高価で取引されるとの事、再認識

させられた。

夏のひまわり登山 折平山にて 

なところはほとんど無く、自然も多く残されて

おり、もっと登られてもいい山だと思う。 

 今秋も、一般公募の「秋のブラインド登山」、

東海支部・支部友所属のブラインド登山者との

「秋のひまわり登山」、SON 愛知のアスリート

（知的障がい者）との「秋の山岳会と一緒に

登山」、試験観察中少年との「秋のタンポポ

登山」に加えて、自由ヶ丘幼稚園児との「親と

このふれあい登山教室」を実施します。 

詳細は、今号、INFORMATION コーナーに掲載さ

れています、ご覧ください。 

上高地の森林は現在保護林となっている。カ

ラマツの人工林が２％、シラビソやコメツガな

どの針葉樹天然林が 70％、ヤナギ類、ハルニ

レ、サワグルミ、ダケカンバなどの広葉樹が

11％、その他 17％である。

上高地の保護林の管理上の課題は

1） オーバーユース（マイカー、観光バス規制）

委員会報告 

研修に参加した方々 上高地山岳研究所にて 

2）サル（現在 4群・205 頭）、熊（研修会当日

も遊歩道で目撃情報あり）、鹿の獣害対策 

3） 梓川の河床上昇し河原が陸地化している

（ケショウヤナギが生育しない）。流路整備と

相反する、等である。

講演後ウエストンレリーフ、ヘリポート横の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治山事業工事現場、下水処理場などを見学した。 

 翌9月1日天候が回復した梓川右岸を明神池

まで散策した。なお本道である左岸登山道は現

在土砂崩れの為当分通行できない状態が続く。 

 尚、支部報に連載中の「上高地―楽しい歴史

話」を参照してもらうとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第１９回東海岳人写真展［山とつながる よろこび］ 

作品募集のご案内 

標記写真展を下記の要領で開催します。この作品展は隔年開催しておりますが、支部員、支部

友やＯＢの作品ということで大変好評をいただいており、前回 18 回は１千人余の方が会場を訪れ

鑑賞されています。山の魅力を写真を通して表現し伝えていきます。 

 日頃の山歩きや支部員、支部友としての登山で出会った感動的あるいは山の魅力を伝えたい風

景の作品をお待ちしています。ふるってご応募ください。支部員、支部友会員以外でも、猿投の

森づくり会員、東海 youth、東海学生連盟、支部ＯＢの方も応募できます。 

１、開催期日  ２０２５年（令和７年）２月２５日（火）～3月 2日（日） 

２、会場   名古屋市中区 市民ギャラリー栄 7 階 第１・２展示室 

３、作品展示規模 写真Ｂ2・Ｂ3パネル 5０～８0点程度を予定 

４，応募要領 

（１）パネルと写真の大きさ（今回は①、②のどちらかを選択してください）

① 写真 A2 サイズ パネルＢ2サイズ

② 写真 A3 サイズ パネルＢ3サイズ

（２）作品に関する説明は、100 字程度までで、題名、山名や撮影年月に加え撮影時の印象、感

動、山の魅力等について記載してください。そのままキャプション（題名板）に転記します。 

（３）応募点数は、原則一人２点までとします。応募申込書及び応募要領は別途 10 月支部報に同

封します。 

５、出展費用 プリント・パネル製作代込み １点 Ａ2版 9,000 円、A3 版 6,000 円 

６、募集期間 令和６年１０月１日（火）～１１月３０日（土） 

７、問合わせ他 展示会や応募に関する問合わせは、下記の写真展実行委員までお願いします。 

＜写真展実行委員＞ 

実行委員長 岩月 邦文  090-5451-6855 副委員長 蟹井れい子   090-5559-1291

副委員長  蜂矢  昭子 090-5453-8070

 写真展実行委員会 今後の予告（案内） 

１，写真教室の開催  11 月 7 日（木）１８時～２０時 支部ルーム 

山岳風景写真家 大島隆義氏を講師に、山岳写真撮影及び皆さんの出展予定写真へのアドバイ

スをいただきます。

２，写真山行の開催  11 月 23 日（土）場所 海津町 臥龍山 行基寺 

  養老線山崎駅から行基寺まで歩いて往復します。行基寺参道登り坂に続く紅葉を撮影します。 

また、行基寺の庭園と濃尾平野が一体化した風景は圧巻です。 

     多くの方の参加をお待ちします。 

＊ 上記１，２の詳細については別途 10 月支部報と共に案内資料をお送りします。 

日本山岳会東海支部写真展実行委員会 
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◆支部友委員会山行計画(令和7年1月～3月分)

1 月 12 日(日) ☆

山域：愛岐丘陵 山名：鳩吹山 

統括ﾘｰﾀﾞｰ：尾上 昇  ﾘｰﾀﾞｰ：田中 進                      

 申込みはﾘｰﾀﾞｰ田中   

1 月 13 日(月祝) ☆☆   

山域：焼津アルプス 山名：満観峰 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津 英一朗

1月 19 日(日) ☆  

山域：袋井・掛川市 山名：小笠山 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤 政仁              

1 月 25 日(土) ☆☆☆ 

山域：奥三河 山名：鞍掛山 

ﾘｰﾀﾞｰ：倉橋 智司

1月 27 日(土) ☆☆☆  

山域：鈴鹿 山名：御在所岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：高松 信治

2月 1・2日(土日) ☆☆  

山域：長野 山名：乗鞍高原・上高地 

ﾘｰﾀﾞｰ：金谷 正起

2月 1日(土)☆☆

山域：鈴鹿山脈  山名：青岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：田中 進

2月 8日(土) ☆☆

山域：北陸  山名：医王山 

ﾘｰﾀﾞｰ：林 康太郎

2月 9日(日）☆ 

山域：鈴鹿山脈  山名：入道ヶ岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津 英一朗

2月 15 日(土) ☆☆ 

山域：恵那 山名：富士見台 

ﾘｰﾀﾞｰ：久野 輝美

2月 16 日(日）☆☆ 

山域：豊橋 山名：神石山 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤 政仁

3月 2日(土) ☆ 

山域：三河西部 山名：猿投山 

ﾘｰﾀﾞｰ：久野 輝美

3月 19 日(水）☆ 

山域：度合山地 山名：姫越山 

ﾘｰﾀﾞｰ：川崎 禎明

3月 22 日(土）☆☆ 

山域：中津川  山名：蛇垰山 

ﾘｰﾀﾞｰ：倉橋 智司

3月 29 日(土）☆☆ 

山域：本巣市 山名：岩岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：池戸 美恵

3月 30 日(日）☆☆ 

山域：鈴鹿山脈 山名：藤原岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤 政仁

＜申込み開始＞ 

支部友会員は山行日の33かか月月前前かからら、、優優先先はは 

11ヶヶ月月でですす。。支部会員は山行日の22かか月月前前かからら、、

山行の募集人員を超えない範囲で参加申し込

みを受け付けます。月に2山行まで。 

「予告」第66回 10月26・27日（土日） 

テーマ：「朝明ミーティング」

朝明茶屋キャンプ場

1日目：分散登山後 BBQ キャンプファイヤー 

2日目：午前 座学 ファーストエイド講習 

午後 ロープワーク・ツエルトの張り方 

「予定」 第67回 12月10日（火） 

テーマ：「忘年会・新入会員歓迎会」

レストランリビエール（セントヒサヤビル11F） 

支部友会員数(令和6年8月末現在)／68名 

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー連連絡絡先先

尾尾上上  昇昇    onoe@onoe.co.jp
金金谷谷  正正起起  kanaya.masaki@rouge.plala.or.jp  
榊榊  將將美美  m.sakaki@minds-consulting.jp
田田中中  進進    t-susumu@peace.ocn.ne.jp
磯磯部部  隆隆 takass@yk.commufa.jp 
高高松松  信信治治 takama2nobu3@yk.co 
今今津津  英英一一朗朗 imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp
村村瀬瀬  恭恭平平  hoshizakari@docomo.ne.jp  
近近藤藤  政政仁仁 vft55ud55@gmail.com 
倉倉橋橋  智智司司 ilyt6by8@qc.commufa.jp 
池池戸戸  美美恵恵  noboruonna@icloud.com 
川川崎崎  禎禎明明  y.kawa715@gmail.com
久久野野  輝輝美美 kuno4895@hotmail.com 
林林  康康太太郎郎  koutaropippi@gmail.com

次回支部友ミーティング 

開催内容のお知らせ 
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【2024 年 6月常務委員会】 

日時：6月 26 日(水)19：00～20：40 

1.支部長挨拶（高橋）

・6/8、6/9 で夏山フェスタが終わった。反省点

としてお客さんの求めている情報を提供   

し受け入れていく。例えばアルパイン、登山学

校、支部友など目的に添うことが必要。

・アルパインクラブが中心で韓国山岳会の交

流会に行った。親交を深め手厚いもてなしを  

受けた。

・8月例会は懇親会の予定、常務委員会メンバ

ーの交流の機会にしたい。

2.総務委員会（今津）

・退会二人

・デジタルメディア委員会を井上さんから大

槻さんと鈴木絵美子さんに引き継ぐ。

・予算管理方法の確認。各委員会議事録の中に

会計報告を入れる。

・韓国に行ったメンバーがマグカップを手土

産として進呈した。18 個×2,000 円を韓国隊に  

販売したので入金予定。（完売）

・群馬支部 10 周年記念行事参加者なし。

・ガイドブック令和 6年度体制、ルーム利用ス

ケジュールなど掲載。7 月支部報に QR コー  

ド通知予定。

3.東海 Web（大槻）

・作成途中のホームページを大槻さんの説明

を聞きながら見る。会員向けのコーナーには会

員№とパスワードを使用して入る。会員以外の

コーナーには会員№パスワードがなくても入

れる。今メルマガで発信している情報は【お知

らせ】のコーナーに掲載できる。山行計画書は

今まで通りホームページを使って提出する（会

員専用）。多くの質問が出たが大槻さんが回答

した。8. 9 月ごろから既存のホームページと

並行して運用、整備して R7 年くらいから新し

いホームページに移行する。他の山岳会にない

活動を入れていく。

・大槻さんからのお願い。フォーマットを作る

ので素材の提供（活動写真、活動記録、顔が大

きく写ったものはさける）投稿してほしい。サ

ーバーにあげたらズレなどを教えて欲しい。

4.愛知県山岳連盟（星・鈴木絵美子）

・6/18 連絡会開催。

・ＪＭＳＣＡ（公益社団法人日本山岳・スポー

ツクライミング協会）大幅な赤字のため出資の

お願いがきている。

5.支部友委員会（金谷）

・6/8、6/9 夏山フェスタ開催。ブースに来られ

る方が少なくなっている。山岳会に対する関心

が低くなっている。新入会勧誘オリエンテーシ

ョンに 17 名参加。入会は半分くらい。参加者

が高齢化している。

6.山行委員会（稲葉）

・萩原侑紀さん（未成年、中学生）の山行につ

いて。赤岳の山行はお断りして日帰りの易しい

山から参加してステップアップするよう要請

した。保護者の承諾書の内容は、弁護士に相談

して正副委員長で検討する。

7.猿投の森づくりの会（和田）

・わいがや講座 5/25 東京大学生態水文学研究

所の赤津研究林見学会。歴史のある施設。

・研修会、ＪＡＣ研究施設利用、「上高地国有

林の歴史と保全」8月末 24 名参加予定。

・20 周年記念誌発行、B6 判 100 ページ程度。

10 月発行予定。

8.トレッキングクラブ（服田）

・6/29(土)田原アルプス 登山学校受講生1名

体験参加

9.アルパインクラブ（高橋）

・会員数 35 名年々増えている。バリエーショ

ンにニーズがある。

・指導者が少ないので、皆さん手伝っていただ

きたい。

・山田利行さんカナダで活躍している。

10.東海学生山岳連盟（山下）

・6/19 総会、南山大学、名古屋大学、名古屋工

業大学、三重大学、愛知学院大学計 22 名、三

重大学が再び学連に参加。

・ゴザフェス、準備。

11.登山学校（服田）

・6月卒業山行実施。第８期 Aクラス１８名（夏

山フェスタからの入会、男性二人女性二人）（HP

からの参加 4人）Bクラス６名

・7/6 第７期修了式、第８期開校式。

・机上講習『地図ソフトとスマホアプリ活用法』

講師、鈴木慎吾氏。

12.自然保護委員会（欠席）資料のみ

13.ボランティア委員会（前田）

・瀬戸少年院飯ごうすいさん。少年院の中で飯

会 務 報 告 
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ごうすいさんをして少年と語らう。少年院から

お礼 6,500 円が支部の口座に入金された。 

タンポポ登山は家庭裁判所から正式に委託さ

れた行事だが、瀬戸少年院の飯ごうすいさん行

事は委員会行事ではなく個人的に対応する。

14.遭難対策委員会（高松）

・リスクチェック表の見直しについて。年齢の

項目を入れる。高齢化によるバランスの低下、

下山後の運転などもチェックの対象にして遭

難対策委員会で検討してもらえないかと意見

があった。以前から見直そうとしていたので参

考にすると高松委員長が答える。

15.写真展実行委員会（岩月）

・2025/2/25?3/2 市民ギャラリー写真展開催

予定。7 月 9 月の支部報に出展希望者の募集。 

・写真勉強会、11/7(木)19 時。前回は委員会メ

ンバー以外 2?3 名参加した。勉強会は講師謝金

が必要のため委員会メンバー以外が参加しや

すいよう土日に開催、通信添削など検討して欲

しいとの意見があった。

・会員を増やすため、（現在 11 名）【写真展実

行委員会】という名前を【山岳写真委員会】な

どに変更してはどうかと意見があった。

・写真展に支部の紹介コーナーのスペースを

作る。

16.技術向上委員会（清水）

・『リスク軽減につながる登山計画の立て方、

読み込み方』11/24?講習会。HP,支部報で周知

する。どういう山を選ぶか、自分に合った山か

など

・支部の HP に『安全登山』にマダニについて

掲載する。

出席：高橋、今津、服田、前田、星、高松、岩

月、鈴木、山下、大槻、奥山

zoom：金谷、稲葉、和田、清水

【2024 年 7月常務委員会】

日時：7月 24 日(水）PM7：00 支部ルーム            

1. 支部長挨拶（高橋）

今津さんに対し、療養中にもかかわらず支部

運営にご尽力いただき感謝の念に堪えません。

復帰されましたらまたよろしくお願いします。 

異常な暑さが続いていますので山に行かれ

るときは熱中症等の対策をしっかりととって

安全登山に努めてください。岳沢のテン場に熊

が出没との情報があり、テン泊禁止となってい

る。動物の行動も異常な事態となっているので

合わせてに注意をお願いします。 

来月の委員会は懇親会も兼ねているので、多

数の参加を願います。 

2.総務委員会報告・相談事項（代・服田）

*支部員 7月度入退会 入会 2名 退会 4名 

*総務費出金願い 予算 40.000 円 適応 8 月

ZOOM、BOX 支払い

*デジタルメディア委員会引継ぎ： 7/26 引継

ぎ会議 大槻・鈴木(絵)

*匿名（本人希望）にて 1.000.000 円 東海支

部運営費としてご寄付頂いた。

*本部財務担当よりＲ2 年度の未清算金の指摘

がなされた。

支部長より説明：本部より支給された

912,000円のうち412,000円の未清算金がある

こと判明。当時の会計と現会計よりヒアリング

を行い現状把握の上、本部と処理方法を協議す

る。その後の結果は常務委員会にて報告を行う。 

*スクリーンの破損は支部友田中進さんが応急

修理をしてくださったので使用可能です。

*継続案件については資料通り

*その他

・未成年者の支部山行承諾書は継続して正副

預かり。リーガルチェックについて相談中。該

当者からの参加申し込みについては正副に相

談の事。

・「個人アドレスでの支部員メールアドレス収

集」の件はいったん様子見とする。

・支部事業委員：服田 7/22 本部 ZOOM 会議

に参加（年 2回の指導者研修会、全国支部懇談

会取りまとめ等の担当）

*連絡事項 次回 8 月度常務委員会は懇親会を

兼ねてシルクロードにて開催、評議員にも声掛

けを行う。8 月 28 日 19：00～ 於：シルク

ロード、出決は 8月 9日までに前田さんまでお

知らせください。

*入退会について(支部長)

退会の申し出があった場合い、出来れば継続し

ていただけるよう慰留の一言をお願いします。

（支部員減少傾向にあるので）

*夏山フェスタからの協力金として中部経済社

より 10 万円の支払いを受けたとの報告あり。

昨年度に比して収支決算が良かった由。担当関

係者、学生の協力に感謝するとともに次回もよ

ろしくお願いいたします。

3.県学連（星・鈴木(絵)）

* JMSCA基金への出資のお願いに対する説明の

資料を作成中。本日の資料は目を通していただ

き情報の共有をお願いします。来月には正式な

説明資料を提出予定。
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*安全登山サテライトセミナーplus の開催に

ついて 8/10 申し込みは 7/12～7/26

*スポーツ庁より「夏山登山の事故防止につい

て」の文書が届いています。目を通しておいて

ください。

4.支部友委員会（金谷）

*山行については問題なく進んでいます。

*8 月支部友ミーティング 新しく入った人を

中心に「地図読みの基本」講師：高松

*活動費（7 月支部友報作成費）16,552 円の支

払い申請

5.山行委員会（稲葉）

*山行については問題なく粛々と実施されてい

ます。

*夏山山行の立案を各委員会のリーダーにお願

いします。

*ワンポイント訓練（毎月実施）今回はツエル

トを使用しての担架搬送を実施

6.亀の会（鈴木）

*富士山登山山行：1 合目より山頂組 11 名内 8

名登頂・2名 8合目 お中道組 5名、平均年齢

78 歳。ご心配をいただきましたが無事終了し

ました。

*会員数:51 名

*山行におけるマイクロバス使用について⇒サ

ンアイレンタリース 運転者：オクト

*NET への個人情報 UP についての注意喚起

7.猿投の森づくりの会（和田）

*R6 年度国土緑化推進機構助成金はほぼ申請

通り助成枠が決定された。日頃の活動が評価さ

れている成果の表れと考えている。

*8/31～9/1 山研を利用して研修を予定「上高

地国有林の歴史と保全」

*20 周年記念誌発行予定 常務委員会メンバ

ーの中で希望者は和田迄ご連絡ください。

*The North Face より東海自然歩道維持支援

の取材予定 8/13 取材・ 作業参加

8.トレッキングクラブ（服田）

*粛々と活動は進めています。6 月の体験山行

に参加された支部友の方が入会 会員数 16 名

*山行その他資料通り

9.支部報(星）

*No.179 Oct.1.2024 支部報 編集委員会にて

およその内容を協議立案。内容については資料

通り。30 ページ前後を予定していますので原

稿の補足追加があればご連絡ください。原稿締

め切り 8月 31 日

追加提案 ・インドヒマラヤについてＸビザ申

請の経緯等。 

・猿投の森づくりの会の上高地研修。

・亀の会メンバーによる富士山登山是非掲載

を。

◎支部報発送作業日は年間で決まっているた

め、原稿締め切りは必然的に決定される。締め

切り日に間に合わない場合は、次号に回すこと

になる。

10.アルパインクラブ（高橋）

*会員数 39 名 会員は増えているが指導者

不足の現状がある。指導者の育成が課題

*「ウエルダネス（WMA）で学んだこと」講師・

草野 座学を開催 多数の参加があった。実際

に顔を合わせての会合開催が有益と思われる。 

*会員数も増えて来たので装備の（ザイル・テ

ント等）充足を図りたいと考えています。予算

執行にご理解をお願いします。

11.東海学生連盟（山下）

*第１２回 ゴザフェス開催 9/28～9/29

*懇親会(夕飯)等の準備について主催は学生。

東海支部員はあくまでもお手伝いとして参加

*食材費等の費用について主として参加費で賄

う。

・補助金として夏山フェスタで支払われた協

力金の中から、山フェスタでの学生の協力に対

してのお礼として協力金を支払う。金額につい

ては常務委員会にて決定承認を受ける。

・日程については、昨年度の行程を踏襲予定。 

昨年度は四日市警察の小古さんによる頂上

でのセルフレスキュー等も好評だった。要望が

あればお願いすることも可能。(服田)  

 開催に関するポスター・チラシ等を作成して

もらえれば他支部のユース等に参加案内をす

ることができるので是非仲間と共に協力して

作成してください。(高橋) 

12.登山山行（服田）

*8 月山行より新年度開始となります。

8月 9月各クラス山行予定、机上講習は資料通

り。

8月 18 日（日）『装備 夏山編』講師：千葉泰

丈氏

＊遭難対策委員会・支部友委員会合同企画 オ

ープン参加『登山の基礎知識』講師：服田康宏

氏

13.自然保護委員会（石原）

*支部友より 1人参加加入

*作手湿地（愛知県三河高原）巡り 8月 7日 ガ

イドを依頼。ガイド費用 5.000 円 予算申請
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*上山路川遡行（猿投山） 9 月 30 日（月） 詳

細は後日決定。支部内で参加募集を行い交流に

役立てる。

・支部内交流については現在課題となってい

る。（高橋）

14.ボランティア委員会（前田）

*資料通り

④秋の合宿 10/19-10/20 もりなり宿泊 1 日

目稲刈り翌日近郊美濃の山登山

 支部内視覚障がい者 5 名とボランティア委

員会との合同合宿 

15.写真展実行委員会（欠席）

*資料のみ

16.遭難対策委員会（高松）

*支部登山届状況 資料通り

*事故の発生報告について

事故報告書を提出いただき今後の再発防止・啓

蒙に役立てる趣旨で様式を準備、仕組化を考案

中。

*秋に受ける消防署のレスキュー講座の内容も

含めファーストレスキューとして三角巾の使

い方等をまとめた小冊子を作成し周知を図る

予定。

17.技術向上委員会（清水）

*「登山計画の立て方+読み取り方」講習につい

て 11/24 15:30~17:30 講師：井上氏

・基本的な内容を押さえるが、資料は雪山、沢

の計画等も含むのでアルパインクラブ、東海学

生山岳連盟の方々にも参加をお勧めしたい。

(登山学校カリキュラムとタイアップ)

・計画書の提出については遭難対策委員会か

らお話しいただきたい。

・周知及び応募方法は HP に掲載 支部報掲

載 各委員会での PR もお願いします。

*東海支部 HPへの「安全登山教室」掲載につい

て

・最近拡大しているクマ、マダニ、ヤマビルの

最新情報を反映し「2024 年最新情報追補版

危険な生物に注意！その 1ー獣の危害に備え

るには」「同 その 2‐毒のある生物の回避策

と『やられた』時の対策」を、支部 HP に掲載

してもらう。

◎体験も含めて生の声でのフォローアップの

講習会を是非開催して欲しい。－常務委員から

の要望

資料については各委員会内の啓蒙に活用し

てください。（内容については三浦先生に目を

通していただいているので問題ないと思いま

す。） 

18.インドヒマラヤ（星）

* 9 月 15 次隊 7 名 予定日数 41 日 円安

のため費用が高くなっている。

インドの奥中国との国境付近。漸く許可が下

りた。ｘビザ取得。 

 グレードの高い山となるため計画、準備を十

分に行い全員が無事に登頂することを目指し

ています。 

支援金 100.000 円を贈呈する。 

＊予算申請について 以下全て承認 

総務委員会：40.000 円 8 月 ZOOM・BOX 利用料 

支部友委員会：16.552 円 7 月支部友報発行費 

自然保護委員会：5.000 円 8 月 7 日作手湿地

巡り ガイド料 

インドヒマラヤ隊：100.000 円 支援金

議事進行：服田 出席：高橋、前田、服田、西

山、山下、石原、和田、星、高松、鈴木(絵)、

金谷、鈴木(慎)、稲葉、清水

ル－ ム 日 誌
６月 

大会議室   /小会議 

2（日） トレッキングクラブ 

3（月） 支部友委員会 

4（火） 県岳連  /TNCC 

5（水） アルパインクラブ(青年部） 

6（木） 写真展実行委員会  

10(月) 登山学校運営委員会 

11(火) 支部友ミーティング 

12(水) 山行委員会 

13(木) 自然保護委員会 

17(月) 図書委員会・読図会 

18(火) ボランティア委員会 

19(水) 東学連 /技術向上委員会 

20(木) 正副支部長会議 /総務委員  

24(月)   /支部友読図会 

25(火) 遭難対策委員会

26(水) 常務委員会 

27(木) 総務委員会（合同） 

28(金) 亀の会 

７月 

1（月） 支部友委員会 

2（火） 県岳連  /TNCC 

3（水） アルパインクラブ(青年部） 

4（木） 写真展実行委員会

6（土） 登山学校修了式・入校式 

8（月） 登山学校運営委員会 

－ 34 －



10(水) 山行委員会 

11(木) 自然保護委員会 

13(土) 猿投の森づくり自然観察会 

15(月) 図書委員会・読図会 

16(火) ボランティア委員会 

17(水) 東学連 /技術向上委員会 

18(木) 正副支部長会議 /総務委員 

22(月) 支部友読図会 

24(水) 常務委員会 

26(金) 亀の会 

８月 

1（木） 写真展実行委員会  

5（月） 支部友委員会 

6（火） 県岳連  /TNCC 

7（水） アルパインクラブ(青年部） 

8（木） 自然保護委員会 

13(火) 支部友ミーティング 

【ボランティア委員会からのお知らせ】  

当委員会では、今秋、下記の公式行事を実施

いたします。  

◯ 秋の「SON・山岳会と一緒に登山」＝SON ア

スリートとの登山

10月 12日（土）・雨天予備日11月 2日（土）、

鳩吹山

◯ 秋の「ブラインド登山」＝ブラインド登山

者との登山

11 月 3 日（日）、鹿島山、大鈴山  

◯ 秋の「タンポポ登山」＝試験観察中の少年

との登山

11月 1日（金）・雨天予備日11月 15日（金）、

猿投山  

◯「親とこのふれあい登山教室」＝鈴鹿・尾

高山

 11 月 9 日（土）、鈴鹿・尾高山  

連絡先 maedaiq@gmail.com 前田まで 10 月

15 日までに 

【ゴザフェス２０２４のお知らせ】 

東海学生山岳連盟では、今年もゴザフェスを

開催いたします。ゴザフェスは山が好きな学生

の交流を目的として、藤内小屋をベースに御在

所岳のフィールドで行う、東海学生山岳連盟の

最大のイベントです。  

１日目はクライミングの体験会と懇親 

２日目は、それぞれのコースから御在所山 

14(水) 山行委員会 

18(日) 登山学校机上講習会 

19(月) 図書委員会・読図会 

20(火) ボランティア委員会 

21(水) 東学連 

22(木) 正副支部長会議 /総務委員 

26(月) 支部友読図会 

27(火) 遭難対策委員会 

28(水) 常務委員会 

29(木) 総務委員会（合同）

会員異動
入会：山口公子(17290) 高橋 湧太(16954) 

河野克来(17293) 上野真紀雄(17315) 

三ﾂ井研太(17314) 萩原大輔(17321) 

久米 瞳(17311) 黒石真弓(17306) 

退会：石垣勝敏(12933) 福井雅子(15006) 

村井秀範(7785)  亀田広明(12867) 

に登り、山頂で集まり記念撮影をします。 

クライミングをやらない方は、藤内小屋から

一般登山道を歩きます。支部員の皆様にもご参

加いただければ幸いです。 

日にち：2024 年 9 月 28 日（土）～29 日（日） 

行 程：【1 日目】9:00 御在所裏道登山口集合 

10:00 開会式  10:30 クライミング講習会 

15:30 藤内小屋にて懇親会準備 17:00 開始 

＊17：00 までに藤内小屋へ。  

【2 日目】 4:30 クライミング組 出発  

8:00 一般登山組 出発 ＊裏道コースなど  

12:00  山頂集合・記念撮影 ＊小古真也さん

によるセルフレスキュー講座を開催  

13:30 藤内小屋 発   15:00 御在所裏道

登山道にて解散  

宿泊：テント泊もしくは小屋泊（藤内小屋） 

費用：３０００円（懇親会費） ＊藤内小屋で

の宿泊の場合は別途負担 

 〆 切 ： 9 月 17 日 （ 火 ） 申 込 先 は

https://forms.gle/opfaAbYUE1nzyRJL9  

問い合わせ先：東海支部総務委員長 今津

imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp  

編集後記 

 猛暑の夏から秋の移ろいが、今年は感じら

れるだろうか。今号も海外登山、亀の会、写

真展、ボランティア等、会員諸氏の随想など、

豊富な記事が揃った。感謝！   星 一男 

ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ 
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(有)

印刷全般

〒４６２－００１５名古屋市北区中味鋺二丁目４３８番地
TEL（０５２）９０１－１２５６
FAX（０５２）９０１－２２７８
E-mail : ajimaprint@giga.ocn.ne.jp

ご相談ください


